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キャンパス�

点
描�

試
合
終
了
後
、
観
客
と
喜
び
を
分
か
ち
あ
う
選
手
た
ち

関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
関
西
学
生
リ
ー
グ
を

制
覇
し
、２
年
連
続
４９
回
目
の
優
勝
を
決
め
、

４５
回
目
と
な
る
甲
子
園
ボ
ウ
ル
に
出
場
す
る
。

１２
月
１６
日
１３
時
か
ら
、
大
阪
市
の
長
居
ス
タ

ジ
ア
ム
で
６
年
ぶ
り
の
学
生
日
本
一
を
か
け

て
、
関
東
代
表
の
日
大
と
対
戦
す
る
。

「
Ｋ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
最
終
選
考
が
１１

月
１０
日
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
っ
た
。
学
生
ら
が
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
競
い
合
う
こ

と
で
、
学
内
の
起
業
文
化
を
創

出
し
よ
う
と
関
西
学
院
大
学
と

池
田
銀
行
が
昨
年
度
か
ら
共
催

し
て
い
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
関
学
の
学
生

と
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
一

般
部
門
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
に

分
か
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
に
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
関

西
学
院
高
等
部
・
中
学
部
、
継

続
校
で
あ
る
啓
明
学
院
高
校
・

中
学
校
の
ほ
か
、
今
年
か
ら
新

た
に
本
学
提
携
校
で
あ
る
三
田

学
園
高
校
、
清
教
学
園
高
校
・

中
学
校
、
帝
塚
山
学
院
高
校
・

中
学
校
の
「
関
学
ク
ラ
ス
」
の

生
徒
も
対
象
に
加
わ
っ
た
。

７
月
か
ら
１０
月
ま
で
に
一
般

部
門
は
３９
件
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

は
５１
件
（
各
校
代
表
作
品
）
の

応
募
が
あ
り
、
最
終
選
考
に
残

っ
た
計
１１
件
が
最
終
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
ん
だ
。

当
日
は
１
０
０
人
以
上
の
聴

衆
で
満
員
に
な
っ
た
会
場
に
、

関
学
か
ら
平
松
一
夫
学
長
と
森

下
洋
一
同
窓
会
長
、
池
田
銀
行

か
ら
小
川
昭
一
副
頭
取
が
審
査

員
と
し
て
参
加
し
た
。

審
査
の
結
果
、
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
で
は
、
国
産
の
食
材
を
使
っ

た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
残
飯
ま
で

肥
料
と
し
て
使
い
、
無
駄
の
な

い
生
産
サ
イ
ク
ル
を
行
う
「
く

る
ー
り
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
」
を
発

表
し
た
啓
明
学
院
高
校
３
年
の

金
原
知
美
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
。

一
般
部
門
の
最
優
秀
賞
は
実

現
性
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
、
魅

力
あ
る
サ
イ
ト
の
М
＆
Ａ
を
通

し
て
利
益
を
上
げ
る
「
サ
イ
ト

☆
―
Ｙ
Ｏ
（
欲
し
い
よ
ぉ
）
�
」

を
提
案
し
た
須
崎
雅
文
さ
ん（
経

４
）
と
松
本
修
平
さ
ん
（
商
１
）

が
受
賞
。
ふ
た
り
は
「
も
っ
と

新
し
い
付
加
価
値
を
つ
け
て
ぜ

ひ
実
現
さ
せ
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

１１
月
２５
日
、
長
居
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
か
れ
た
リ
ー
グ
最
終
戦

で
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
宿
敵
立

命
大
と
対
戦
。
と
も
に
６
戦
全

勝
で
好
調
を
維
持
し
て
い
る
同

士
の
戦
い
は
、
追
い
つ
追
わ
れ

つ
の
緊
迫
し
た
試
合
と
な
っ
た

が
、
結
束
力
で
勝
る
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
が
３１
対
２８
で
勝
利
し
た
。

試
合
は
、
攻
撃
力
の
関
学
、

守
備
力
の
立
命
と
い
う
前
評
判

通
り
の
戦
い
と
な
り
、
双
方
が

持
ち
味
を
発
揮
し
て
息
の
詰
ま

る
よ
う
な
熱
戦
。
し
か
し
、
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
が
前
半
の
リ
ー
ド

を
懸
命
の
守
備
で
守
り
抜
き
、

勝
利
の
女
神
を
引
き
寄
せ
た
。

「
甲
子
園
ボ
ウ
ル
」は
今
年
、

甲
子
園
球
場
が
改
装
中
で
使
用

で
き
な
い
た
め
、
長
居
ス
タ
ジ

ア
ム
に
移
し
て
開
催
さ
れ
る
が
、

選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
こ

が「
聖
地
・
甲
子
園
」。
関
西
代

表
の
意
地
と
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
伝
統
を
か
け
て
、
日
大
と
対

戦
。
６
年
ぶ
り
の
学
生
王
座
奪

回
と
ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
進
出
を
目

指
す
。

関
西
学
院
高
等
部
ラ
グ
ビ
ー

部
が
全
国
高
校
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
。
４
年
ぶ
り
３
回
目

の
快
挙
と
な
る
。

１１
月
２３
日
、
ユ
ニ
バ
ー
競
技

場
で
あ
っ
た
高
校
総
体
ラ
グ
ビ

ー
競
技
大
会
の
決
勝
で
、
高
等

部
は
報
徳
学
園
と
１２
―
１２
で
引

き
分
け
、
両
校
が
優
勝
し
た
。

全
国
大
会
の
出
場
校
を
か
け
た

抽
選
で
高
等
部
が
勝
ち
、
花
園

へ
の
出
場
を
決
め
た
。

３
年
連
続
で
同
じ
顔
合
わ
せ

と
な
っ
た
決
勝
は
、
一
進
一
退

の
攻
防
と
な
り
、
最
後
ま
で
双

方
が
譲
ら
な
か
っ
た
。
０５
年
に

続
く
同
ス
コ
ア
の
引
き
分
け
と

な
っ
た
が
、
前
回
は
抽
選
に
敗

れ
た
関
学
が
今
回
は
勝
ち
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

初
戦
は
１２
月
２８
日
１３
時
４５
分

か
ら
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で

正
智
深
谷
（
埼
玉
）
と
対
戦
す

る
。

関
西
学
院
大
学
提
供
の
ラ
ジ

オ
番
組
「
関
西
学
院
大
学
ア
イ

デ
ア
カ
プ
セ
ル
」
の
１
月
〜
３

月
の
講
師
が
次
の
と
お
り
決
ま

っ
た
。
▽
１
月
�
宮
本
又
郎
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
（
経
営

史
）、全
４
回
▽
２
月
�
山
中
速

人
総
合
政
策
学
部
教
授
（
文
化

社
会
学
）、全
５
回
▽
３
月
�
山

田
直
子
法
学
部
専
任
講
師
（
比

較
刑
事
法
）、
全
４
回
。

同
番
組
は
１０
月
か
ら
放
送
を

開
始
。
関
学
の
教
員
が
毎
月
交

代
で
講
師
を
務
め
、
専
門
分
野

を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
企
画
立
案
の

ヒ
ン
ト
や
社
会
人
の
教
養
に
役

立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

放
送
は
毎
週
金
曜
日
午
後
１０

時
３０
分
〜
４５
分
、
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
第
１
放
送
（
３
・
９

２
５
／
６
・
０
５
５
／
９
・
５

９
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
）。短
波
が
受
信
で

き
る
ラ
ジ
オ
な
ら
全
国
ど
こ
で

も
聴
け
る
ほ
か
、
番
組
専
用
サ

イ
ト
（h

ttp���blog.rad
ion
ik
k
ei.jp�k

w
an
ga

k
u�

）
か
ら
も
聴
講
可
能
。

「
生
と
死
を
考
え
る
」
を
収
録

中
の
藤
井
美
和
社
会
学
部
准
教

授
（
１２
月
放
送
）

２
０
０
８
年
１
月
か
ら
、
学

内
の
防
犯
体
制
を
強
化
さ
せ
る

た
め
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
「
学
内
非
常
通
報
装
置
」

を
設
置
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

警
備
員
を
巡
回
さ
せ
る
。
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
非
常

ベ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
総
務

課
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
（
１
月
開
設
）
に
通
報
し
、

救
助
を
求
め
る
仕
組
み
。
非
常

ベ
ル
が
作
動
す
る
と
、
装
置
に

付
け
ら
れ
た
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、

周
囲
に
緊
急
事
態
の
発
生
を
知

ら
せ
る
。
１
月
７
日
か
ら
１０
台

が
稼
動
、
Ｇ
号
館
に
設
置
す
る

２
台
は
４
月
に
稼
動
予
定
。
設

置
場
所
の
詳
細
は
、
本
紙
１
月

号
で
掲
載
す
る
予
定
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ

は
、
来
年
度
に
設
置
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。

昨
年
か
ら
大
学
内
で
の
勧
誘
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
カ

ル
ト
教
団
が
、
秋
学
期
に
入
っ
て
か
ら
他
大
学
で
も
勧
誘
し

て
い
る
と
い
う
報
告
が
入
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
を
装
っ

て
親
し
げ
に
メ
ン
バ
ー
に
引
き
込
む
手
口
を
と
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
名
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
名
前
を
頻
繁
に
変
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
団
体
に
入
会
し
て
し
ま
う
と
、
皆

さ
ん
の
貴
重
な
時
間
を
奪
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
経
済
的
に
も

肉
体
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
勧
誘
活
動
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
安
易
に
携
帯
電
話
の
番
号
や
名
前
を
教
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
怪
し
い
と
思
わ
れ
る
団
体
の
勧
誘

に
あ
っ
た
場
合
は
、
誘
い
に
対
し
て
即
答
は
控
え
、
学
生
課

や
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

バイクが学内や学外の路上
にあふれています＝写真。こ
こは駐輪場ではありません。
あなたの停めたバイクが車い
すや緊急車両の通行の邪魔に
なります。
周りの人が迷惑にならない
よう、決められ場所に停めま
しょう。

２
０
０
１
年
に

亡
く
な
っ
た
歴
史

家
萩
原
延
壽
が
い

ま
静
か
な
ブ
ー
ム

で
あ
る
。『
自
由
の

精
神
』
が
編
集
出

版
さ
れ
、
外
交
官

Ａ
・
サ
ト
ウ
を
描

い
た
『
遠
い
崖
』
が
文
庫
化

さ
れ
、『
馬
場
辰
猪
』
を
含
む

『
萩
原
延
壽
集
』
が
出
版
さ

れ
る
◆
「
革
新
と
は
何
か
」

を
問
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
、
彼
が
登
場
し
た
の
は

６０
年
代
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ

れ
ば
「
革
新
」
と
は
「
現
在

を
享
受
す
る
こ
と
な
く
」「
現

在
の
変
革
を
志
向
す
る
精
神

態
度
だ
け
」
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
が
「
知
識
人
の
存
在
理

由
」
だ
と
説
く
。
現
在
を
享

受
す
る
「
受
益
者
」
は
「
自

己
中
心
と
い
う
精
神
の
荒
廃

を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
」
が

ゆ
え
、
知
識
人
の
生
き
方
と

は
相
容
れ
な
い
。
そ
れ
が
避

け
ら
れ
る
の
は
「
自
由
の
精

神
」
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
『
苦
役
』
を
甘
受
す

る
努
力
と
、
そ
の
努
力
の
蓄

積
」
を
必
要
と
す
る
◆
こ
の

よ
う
な
「
精
神
の
論
理
・
運

動
」
を
徹
底
す
る
に
は
「
そ

の
出
発
点
に
お
い
て
絶
望
を

必
要
と
す
る
」。だ
か
ら
こ
そ
、

知
識
人
は
「
�
人
間
と
い
う

�
根
底
に
ま
で
遡
っ
て
理
解
」

で
き
る
の
で
あ
る
◆
敗
戦
直

後
の
教
育
を
受
け
た
世
代
は

ま
ず
「
一
人
の
生
命
は
地
球

よ
り
重
い
」
と
教
わ
り
、
権

利
と
義
務
は
表
裏
一
体
だ
と

叩
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ
が
、

民
主
主
義
を
支
え
る
す
べ
て

の
市
民
に
求
め
ら
れ
た
生
き

方
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い

ま
萩
原
が
み
返
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
生
き
方
が
あ
ま

り
に
も
難
し
い
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。

（
副
学
長
・
井
上
�
智
）

アメフット部 ファイターズ

学内防犯体制強化へ
非常通報装置を設置
上ケ原に１月から

２２
年年
連連
続続
でで
甲甲
子子
園園
ボボ
ウウ
ルル
へへ

迷迷
惑惑
��

路路
駐駐
やや
めめ
よよ
うう

１６
日

長
居
ス
タ
ジ
ア
ム
で
応
援
を

高等部ラグビー部は花園出場

ラ
ジ
オ
番
組「
ア
イ
デ
ア
カ
プ
セ
ル
」

１
〜
３
月
の
講
師
決
ま
る

カ
ル
ト
教
団
に
注
意

サ
ー
ク
ル
装
い
巧
み
な
勧
誘

Ｋ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
好
企
画
続
出

ＩＮＤＥＸ

３・４・５・６面

授業特集

最終選考

最
優
秀
に「
サ
イ
ト
欲
し
い
よ
ぉ
�
」な
ど
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き
ら
り�

き
ら
り�

（
１０
〜
１２
月
）

受

賞

少
し
前
ま
で
、
大
学
の
役
割
は
「
教
育
と
研
究
」
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
き
た
。
し
か
し
最
近
、
教
育
・
研
究
と
並
ん
で
「
社
会
貢
献
」
が
大

学
の
新
た
な
役
割
と
し
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
関
西
学

院
大
学
で
も
社
会
貢
献
を
役
割
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
の
２
０
０

７
年
度
の
調
査
で
は
、
関
学
は
私
立
大
学
で
第
２
位
と
い
う
高
い
評
価

を
得
た
。

関
学
の
社
会
貢
献
活
動
の
う
ち
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
の
例
と
し
て
、

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
発
展
途

上
国
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
を
発
展
途

上
地
域
に
派
遣
す
る
取
り
組
み
や
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
）
駐
日
事
務
所
と
の
協
定
に
よ
り
難
民
と
し
て
日
本
に
滞
在
す
る

方
々
を
対
象
と
す
る
推
薦
入
学
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
関

学
が
日
本
の
大
学
と
し
て
最
初
に
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
市
民
の

育
成
を
使
命
と
す
る
関
学
ら
し
い
国
際
的
貢
献
で
あ
る
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
対
す
る
も
の
だ
け
が
社
会
貢
献
で
は
な
い
。
地

元
で
の
貢
献
も
大
切
で
あ
る
。
宝
塚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
三
田
市
、
伊
丹
市
、
西
宮
市
、
東
大
阪

市
、
さ
ら
に
は
福
井
県
と
の
連
携
で
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
も
注

目
に
値
す
る
。

ま
た
、
最
近
の
社
会
貢
献
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
社
会
人
大
学

院
連
合
が
あ
る
。
本
学
を
始
め
と
す
る
２２
の
社
会
人
大
学
院
が
協
力
し

て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
で
連
合
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

関
西
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
社
会
人
教
育
を
、
大
学
が
関
西
経
済

団
体
連
合
会
、
関
西
生
産
性
本
部
、
大
阪
市
な
ど
と
の
連
携
で
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
当
面
、
関
学
が
そ
の
理
事
長
校
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

私
の
目
に
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
貢
献
活
動
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の

特
徴
が
あ
る
。
第
一
の
特
徴
は
「
ヒ
ト
」
の
存
在
で
あ
る
。
優
れ
た
社

会
貢
献
活
動
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
熱
意
を
持
っ
て
こ
れ
を

支
え
る
教
職
員
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
献
身
ぶ
り
に
は
本
当
に
敬
服

し
、
脱
帽
す
る
。
第
二
の
特
徴
は
「
連
携
」
で
あ
る
。
優
れ
た
活
動
の

多
く
は
関
学
が
単
独
で
遂
行
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
の
機
関
・
組

織
と
連
携
し
て
い
る
。
社
会
貢
献
と
社
会
連
携
と
は
必
ず
し
も
論
理
的

な
つ
な
が
り
が
な
く
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
両
者

が
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
の
に
気
付
く
。

本
年
１１
月
は
特
に
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
例
え

ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
。
関
西
社
会
人
大
学
院

連
合
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
。
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
き
ょ
う
い
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
熊

本
が
あ
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
他
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
関
西
学

院
大
学
と
し
て
素
晴
ら
し
い
情
報
発
信
の
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
熱
意
あ
る
教
職
員
が
活
動
の
成
功
を
陰

で
支
え
て
い
た
。

し
か
し
、
私
の
見
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
い

る
教
職
員
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
関
西
学
院
大
学
が
今
後
も
社
会
貢

献
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
外
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る
。
い
ま
こ
そ
関
学
の
教
職
員
が
真
の
意
味
で
意
識
の
「
開

国
」を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
と
思
う
。（
学
長
・
平
松
一
夫
）

関
西
大
学
・
関
西
学
院
大
学
・
同
志
社
大

学
・
立
命
館
大
学
を
発
起
人
と
し
た
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
関
西
社
会
人
大
学
院
連
合
」
が
１１
月

に
設
立
さ
れ
た
。
理
事
長
は
平
松
一
夫
関
西

学
院
大
学
学
長
が
務
め
、
２２
の
大
学
・
大
学

院
が
参
加
す
る
。
１１
月
１４
日
に
は
設
立
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、「
産
学
連
携
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
関
西
経
済
連
合
会
が
１
９
９
９
年

に
提
唱
し
た
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
レ
ー

構
想
（
都
市
部
活
性
化
の
一
方
策
と
し
て
大

学
機
能
の
都
心
部
集
積
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）」に
基
づ
い
た
試
み
で
大
学
の
連
合

体
と
経
済
団
体
が
連
携
す
る
の
は
日
本
で
初

め
て
。

今
後
、
関
西
経
済
連
合
会
・
関
西
生
産
性

本
部
・
大
阪
市
と
連
携
し
、
社
会
人
を
対
象

に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
講
座
を
提
供

す
る
。２
０
０
３
年
か
ら
実
施
し
て
い
る「
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
レ
ー
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
既
存
の
講
座
を
充
実
す
る
ほ
か
、
団
塊

世
代
の
起
業
家
養
成
や
中
小
起
業
経
営
の
講

座
な
ど
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
。
各
大
学
の

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
阪
駅
前
第
２

ビ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が
会
場
と
な
る
。

関
西
学
院
大
学
は
１２
月
１０
日
、

東
京
大
学
武
田
ホ
ー
ル
を
会
場

に
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
材

料
科
学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
関

西
学
院
大
学
の
東
京
丸
の
内
キ

ャ
ン
パ
ス
の
開
設
を
記
念
し
、

首
都
圏
に
お
け
る
産
学
連
携
の

強
化
が
目
的
。
講
演
会
に
は
、

「
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
」
や
「
グ

リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
」
の
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
岩
田
忠

久
・
東
京
大
学
農
学
生
命
科
学

研
究
科
教
授
、
尾
崎
幸
洋
・
関

西
学
院
大
学
理
工
学
部
教
授
、

日
本
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協

会
の
猪
俣
勲
氏
ら
が
参
加
。
急

速
に
発
展
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
の
分
野
を
取
り
上
げ
、

新
し
い
共
同
研
究
の
展
開
を
図

る
機
会
と
し
て
多
く
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
広
報
室
ま
で
。

１１
月
１９
日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
３
位

で
指
名
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
午
後
１
時
４５
分

に
関
西
学
院
会
館
の
記
者
会
見
場
に
入
り
、

硬
式
野
球
部
の
中
西
康
裕
部
長
、
清
水
正
輝

監
督
ら
と
と
も
に
会
議
の
行
方
を
見
守
っ
た
。

張
り
詰
め
た
空
気
が
緩
ん
だ
の
は
午
後
３

時
１７
分
。
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
た
部
員
か

ら
会
場
内
の
本
荘
雅
章
コ
ー
チ
へ
電
話
が
入

っ
た
。「
日
本
ハ
ム
に
決
ま
り
ま
し
た
」。
そ

の
後
す
ぐ
に
同
球
団
の
ス
カ
ウ
ト
か
ら
清
水

監
督
に
連
絡
が
入
り
、
７０
人
を
超
え
る
報
道

陣
に
結
果
が
報
告
さ
れ
、
祝
福
の
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
た
。

予
想
以
上
に
長
引
い
た
吉
報
に
安
堵
感
と

疲
労
感
が
混
じ
っ
た
様
子
だ
っ
た
が
、
記
者

か
ら
抱
負
を
聞
か
れ
る
と
、「
１
月
の
合
同
自

主
ト
レ
ま
で
に
体
を
仕
上
げ
て
お
き
た
い
」

と
応
え
た
。

打
者
に
近
い
位
置
で
ボ
ー
ル
を
離
す
球
持

ち
の
良
さ
と
切
れ
の
い
い
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
持

ち
味
。
１
年
生
の
秋
に
公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
、
２
年
生
次
に
は
関
西
学
生
野
球
リ

ー
グ
の
連
続
イ
ニ
ン
グ
無
失
点
記
録
（
４８
回

３
分
の
１
）
を
樹
立
し
た
。
リ
ー
グ
通
算
４６

試
合
１９
勝
１３
敗
、
防
御
率
１
・
５８
。
最
優
秀

投
手
賞
１
回
を
は
じ
め
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

北
京
五
輪
プ
レ
大
会
な
ど
の
日
本
代
表
に
も

４
度
選
ば
れ
て
い
る
。

目
標
は
「
工
藤
公
康
投
手
（
横
浜
）
の
よ

う
に
４０
歳
を
超
え
て
も
一
線
で
投
げ
ら
れ
る

投
手
」。同
学
年
に
は
今
回
上
位
指
名
を
受
け

た
ラ
イ
バ
ル
投
手
が
多
く
い
る
が
、「
早
く
追

い
つ
き
追
い
越
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

市
立
尼
崎
高
出
身
。
１
８
０
�
、
７５
キ
ロ
。

左
投
げ
左
打
ち
。
関
学
か
ら
の
プ
ロ
野
球
界

入
り
は
、
一
昨
年
の
山
本
歩
さ
ん（
西
武
）、

昨
年
の
清
水
誉
さ
ん
（
阪
神
）
に
続
き
３
年

連
続
と
な
っ
た
。

北海道日本ハムファイターズから
ドラフト３位指名の投手

宮西尚生さん（商４）
神
、
社
会
、
商
、
理
工
、
人

間
福
祉
で
新
学
部
長
が
選
出
さ

れ
た
。

神
学
部
長
は
神
田
健
次
教
授

（
実
践
神
学
専
攻
）
�
新
任
。

社
会
学
部
長
は
�
坂
健
次
教

授（
理
論
社
会
学
専
攻
）�
再
任
。

商
学
部
長
は
瀬
見
博
教
授（
経

営
学
専
攻
）
�
新
任
。

理
工
学
部
長
は
尾
崎
幸
洋
教

授（
物
理
化
学
専
攻
）�
再
任
。

０８
年
度
に
新
設
さ
れ
る
人
間

福
祉
学
部
長
に
は
芝
野
松
次
郎

教
授
（
社
会
福
祉
専
攻
）
が
選

出
さ
れ
た
。

■
『
心
理
学
の
大
学
・
大
学
院

教
育
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
』

今
田

�
・
Ｊ
ブ
ル
ー
ス
オ
ー

バ
ー
マ
イ
ヤ
ー
著

■
『L

in
k
in

g
R
efu

g
ee

A
idw

ith
D
evelo

pm
en
t

�D
evelopm

e
n
t
for

R
efugees,or

R
efugees

for
D
eve

lopm
en
t?

』Y
asu

k
o

S
h
im

izu

著

◆
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ
（
Ｏ
Ｒ
）
学
会
第
１

回
近
藤
賞
を
茨
木
俊
秀
理
工
学

部
教
授
が
受
賞
。
こ
れ
ま
で
Ｏ

Ｒ
関
連
の
分
野
で
４
０
０
編
を

超
え
る
論
文
を
執
筆
す
る
な
ど

の
業
績
が
評
価
さ
れ
た
。

◆
北
川
昂
人
さ
ん
（
理
工
学
部

研
究
科
Ｍ
１
）
が
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
と
及
び
関
連
酸
化
物
の
電
子

状
態
計
算
（
７
）
」
で
Ｄ
Ｖ
―
Ｘ

α
研
究
協
会
第
４
回
優
秀
オ
ー

ラ
ル
賞
を
受
賞
。

◆
浅
野
仁
社
会
学
部
教
授
が
兵

庫
県
社
会
賞
を
受
賞
。

私
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
。

い
わ
ゆ
る
ノ
ー
ザ
ン
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
呼
ば
れ

る
地
域
で
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
を
渡
れ
ば
、
そ

こ
は
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
。
町
を

歩
い
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
や
ア
ク

セ
ン
ト
の
英
語
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
人
種

・
民
族
の
混
在
ぶ
り
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。

英
語
が
通
じ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

ア
ー
リ
ン
ト
ン
の
開
発
は
目
覚
ま
し
く
、

こ
こ
２
、
３
年
の
間
に
住
居
費
は
平
均
三
十

数
パ
ー
セ
ン
ト
上
が
っ
た
と
か
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
春
に
は
花
が
咲
き
乱
れ
、
夏

は
窓
を
開
け
て
眠
る
と
早
朝
鳥
の
さ
え
ず
り

で
起
こ
さ
れ
る
。
１１
月
上
旬
は
冬
支
度
に
追

わ
れ
て
い
る
忙
し
そ
う
な
鹿
や
リ
ス
を
日
常

的
に
見
ら
れ
る
。
自
然
は
豊
富
で
、
空
気
が

お
い
し
い
。
私
は
、
こ
の
便
利
さ
と
自
然
の

不
思
議
な
調
和
が
大
好
き
だ
。

私
は
今
、「
ダ
ス
キ
ン
愛
の
輪
基
金
」
の
研

修
生
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ｖ
（E

N
D
epen

den
ce

C
en
ter

of
N
orth

ern
V
irgin

ia

）で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
は
「
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
の

イ
コ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
」。
期
間
は
、

今
年
の
３
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
の
１
年

間
。具

体
的
に
は
、ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
障

害
者
に
よ
る
障
害
者
の
た
め
の
生
活
全
般
に

渉
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
と
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ

ー
（
権
利
主
張
）
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
目

的
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ

さ
を
生
か
し
、
自
分
の
興
味
に
合
致
す
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
見
つ
け
て
は
足
を
運
ん
で
い
る
。

ほ
か
に
も
い
く
つ
か
障
害
者
団
体
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
お
り
、
中
で
も
ア
ド

ヴ
ォ
カ
シ
ー
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
興
味
深
い
。

あ
る
視
覚
障
害
者
団
体
が
「
米
国
紙
幣
は
す

べ
て
形
が
同
じ
で
何
の
し
る
し
も
な
い
か
ら

問
題
だ
」
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
の
視
覚
障

害
者
団
体
は
「
紙
幣
の
種
類
ご
と
に
折
り
方

を
決
め
れ
ば
、
何
の
問
題
も
生
じ
な
い
」
と

切
り
返
す
。
間
に
挟
ま
れ
た
連

邦
政
府
は
ど
ん
な
対
策
を
と
っ

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
結
局

何
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
政

策
と
法
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を

痛
感
す
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
に
学

ぶ
こ
と
も
多
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン

に
行
け
ば
点
字
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
け
ば
点
字
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、

障
害
者
に
対
す
る
差
別
を
禁
じ

た
法
律
が
機
能
し
て
い
る
ひ
と

つ
の
例
だ
ろ
う
。
視
覚
障
害
者

向
け
の
ツ
ア
ー
を
用
意
し
て
い

る
美
術
館
や
博
物
館
も
あ
り
、

日
本
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
楽
し
め
る
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
身
も
っ
て

感
じ
る
。

私
が
こ
こ
で
生
活
で
き
る
の
も
残
り
わ
ず

か
。
し
っ
か
り
ア
メ
リ
カ
で
遊
学
し
て
日
本

に
戻
り
た
い
。

２
０
０
７
年
総
合
政
策
学
部
卒

常

瑠
里
子
さ
ん

社
会
貢
献
と
社
会
連
携

バ
ー
ジ
ニ
ア

首
都
圏
で
の
産
学
連
携
強
化
を
目
指
し
シ
ン
ポ

「ＮＰＯ法人関西社会人大学院連合」設立

１０
日
、東
大
武
田
ホ
ー
ル
で

興
味
深
い「
権
利
主
張
」の
衝
突

５
学
部
に

新
学
部
長

大
学
院
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成

社
会
人
を
対
象
に
講
座
提
供

４０
歳
を
超
え
て
も
一
線
で
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サ
ッ
カ
ー
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
、
ラ
グ

ビ
ー
の
神
戸
製
鋼
コ
ベ
ル
コ
ス
テ
ィ
ー
ラ

ー
ズ
、
野
球
の
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ

ー
ズ
。
関
学
と
同
じ
兵
庫
県
内
に
拠
点
を

置
く
３
球
団
か
ら
毎
回
講
師
を
招
く
「
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
指
導
論
」（
寄
附
講
座
２

０
４
）
が
秋
学
期
の
木
曜
日
３
限
目
に
開

講
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
７
回
目
の
講
義
が

１１
月
１５
日
に
あ
り
、
神
戸
製
鋼
か
ら
元
ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
監
督
の
平
尾
誠
二
Ｇ
Ｍ

兼
総
監
督
が
登
壇
。「
コ
ー
チ
ン
グ
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
持
論
を
語
っ
た

�
写
真
。

平
尾
氏
は
優
秀
な
コ
ー
チ
、
指
導
者
の

条
件
と
し
て
「
選
手
の
主
体
性
や
自
発
性

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
挙
げ
た
。

「
選
手
に
主
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
練
習
に
取
り
組
む

姿
勢
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
変
わ

る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
上
が
れ
ば
情

報
化
社
会
の
今
、
選
手
は
自
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新
の
技
術
や
戦
術
を
取

り
入
れ
、
上
達
し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

一
方
で
、
た
だ
や
み
く
も
に
「
元
気
出

せ
」「
気
合
を
入
れ
ろ
」
と
言
っ
て
も
「
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
い
」
と
指
摘
。「
指
導
者

は
、
選
手
の
意
識
が
『
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
か
ら
『
や
り
た
い
』
へ
と
変
わ

る
よ
う
に
工
夫

す
る
べ
き
だ
」

と
主
張
し
た
。

そ
の
た
め
に
は

「
個
々
の
練
習

の
意
味
を
き
ち

ん
と
把
握
さ

せ
、
選
手
の
変

化
を
見
逃
さ
な

い
洞
察
力
を
磨

く
こ
と
が
必
要

だ
」と
説
い
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は「
チ
ー
ム
と
は
、個
人
の
集

ま
り
。一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

技
術
が
高
く
な
け
れ
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

う
ま
く
機
能
し
な
い
」
と
し
、「
個
人
の
強

み
や
特
技
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、逆
に
弱

点
を
つ
か
れ
な
い
よ
う
に
チ
ー
ム
を
編
集

す
る
の
が
役
割
だ
」
と
解
説
し
た
。

最
後
に
学
生
時
代
の
思
い
出
と
し
て
、

恩
師
か
ら「
人
間
と
は
ミ
ス
を
す
る
も
の
。

そ
れ
を
許
容
し
、
次
の
手
を
考
え
る
対
応

力
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
こ
と
を
紹
介
。

関
学
生
に
は
「
今
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
ま
ず
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
お
く
っ
た
。

受
講
し
た
奥
村
真
也
さ
ん
（
社
４
）
は

「
何
の
た
め
に
そ
の
練
習
や
勉
強
を
し
て

い
る
の
か
、
目
的
意
識
の
差
が
そ
の
ま
ま

結
果
の
差
に
つ
な
が
る
こ
と
を
改
め
て
学

ん
だ
。
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
こ
の

講
座
は
続
け
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

講
義
で
は
平
尾
氏
の
よ
う
な
指
導
者
の

ほ
か
、
各
球
団
で
経
営
や
競
技
の
普
及
、

選
手
指
導
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で

講
師
を
務
め
て
い
る
。
複
数
の
企
業
と
大

学
が
連
携
し
た
こ
の
種
の
寄
附
講
座
は
他

大
学
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
今
年
は
試

験
的
に
実
施
し
た
た
め
、
来
年
以
降
の
開

講
は
未
定
だ
が
、
大
学
で
は
学
生
の
反
応

を
見
な
が
ら
継
続
を
検
討
し
て
い
く
構
え

だ
。

関
西
学
院
大
学
は
ス
ク
ー
ル
モ

ッ
ト
ー
のM

a
s
te
ry
fo
r

S
e
rvic
e

を
実
践
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
専
門
科
目
に
加
え
、
全
学
部

が
共
通
で
受
講
で
き
る
全
学
科
目

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
社
会
と
の
連
携
に
力

を
入
れ
て
お
り
、第
一
線
で
活
躍
す

る
実
務
家
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
招
く
講
義
も
多
い
。
教
室

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
学
生
が
社
会

に
出
て
研
究
す
る
地
域
連
携
・
参
加

型
の
講
義
な
ど
も
充
実
し
て
い
る
。

今
回
は
、
全
学
科
目
の
中
で
も

学
際
・
連
携
科
目（
学
際
科
目
群
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
、
連
携

科
目
群
）
と
ゼ
ミ
の
活
動
を
紹
介

す
る
。

現
代
の
競
争
社
会
に
あ
っ
て
、
労
働
市

場
が
流
動
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま

で
以
上
に
大
学
在
学
中
に
「
人
生
を
ど
う

生
き
る
か
」「
自
分
が
ど
う
い
う
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
の
か
」
を
し
っ
か
り
考
え
、

「
今
、
何
を
す
る
か
」
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
社
会
と
は
、

働
く
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
体
験
型
の
「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
で
は
工
場
見
学
や
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
な
ど
実
際
に
自
分
の
体
を
動
か
し
な

が
ら
社
会
の
仕
組
み
に
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
際
ゼ
ミ
「
学
生
ベ

ン
チ
ャ
ー
創
成
塾
」
で
は
経
営
者
の
視
点

に
た
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科

目
群
」
で
は
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
人
の

話
を
通
し
て
具
体
的
に
「
働
く
」
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
指
導
論
」
な
ど
で
は
、

人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
グ
が
実
際
ど
の
よ

う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
社
会
の
裏

舞
台
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
満
足
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
い
ま
、
多
く
の
社
会
人
が
専

門
的
知
識
を
習
得
し
た
い
と
大
学
や
大
学

院
で
勉
強
し
直
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

実
際
に
社
会
に
出
て
、
専
門
性
の
重
要
性

を
痛
感
し
、
大
学
時
代
に
身
に
着
け
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
結
果
な

の
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
社
会
に
出
る
前
に
少

し
で
も
早
く「
法
律
の
知
識
が
足
り
な
い
」

「
会
計
の
専
門
を
学
び
た
い
」「
語
学
力
が

も
っ
と
必
要
だ
」
な
ど
と
専
門
性
の
必
要

性
に
気
づ
き
、
在
学
中
に
高
度
な
専
門
知

識
を
身
に
着
け
、
勉
強
の
面
白
さ
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。

関
学
に
は
複
数
分
野
専
攻
制
度
（
Ｍ
Ｄ

Ｓ
）
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度

も
あ
り
、
二
つ
の
分
野
の
学
位
を
と
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
私
は
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
と
仕
事
」
の
講
座
を
担
当
し
て
３
年
に

な
り
ま
す
が
、
学
生
の
成
長
度
、
学
習
態

度
に
は
期
待
以
上
の
も
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
学
際
・
連
携
科
目
を
、
自

分
の
専
門
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
各
競
技
の
プ
ロ
化
が

進
み
、ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

は
「
す
る
も
の
、
観
る
も
の
」
か
ら
「
携

わ
る
も
の
、
支
え
る
も
の
」
の
側
面
が

加
わ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
今
や
巨
大

産
業
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
講
義
が
徐
々

に
増
え
て
い
る
。
関
学
で
は
こ
の
春
学

期
に
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
最
前

線
」（
総
合
コ
ー
ス
２
１
０
）
を
開
講
。

約
６
０
０
人
の
学
生
が
履
修
し
、
毎
週

金
曜
日
３
限
目
に
あ
っ
た
授
業
は
常
に

満
員
と
な
っ
た
。

本
講
義
は
、
関
学
大
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
米
プ
ロ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
交
流
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
開
講
さ
れ
た
。
成
功
を
収
め
た
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
代
表
格
で
も
あ
る

Ｎ
Ｆ
Ｌ
か
ら
講
師
派
遣
の
申
し
出
が
あ

り
、
他
競
技
の
事
例
な
ど
を
含
め
て
ス

ポ
ー
ツ
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

講
義
に
し
よ
う
と
、
担
当
者
の
間
で
検

討
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

講
義
責
任
者
の
林
直
也
社
会
学
部
専

任
講
師
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ

ー
の
Ｗ
杯
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人

が
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
狂
し
、
感
動
す

る
の
か
。
そ
の
舞
台
裏
を
知
る
こ
と
で

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
見
方

も
変
わ
る
と
考
え
た
」
と
話
す
。

外
部
講
師
と
し
て
甲
子
園
球
場
の
経

営
に
携
わ
る
阪
神
電
鉄
の
粟
井
一
夫
氏
、

Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
日
本
法
人
「
Ｎ
Ｆ
Ｌ

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
町
田
光
代
表
、
朝
日
新
聞

社
の
野
中
正
治
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
日
本
高
等
学
校

野
球
連
盟
参
事
の
田
名
部
和
裕
氏
、
ミ

ズ
ノ
の
上
治
丈
太
郎
専
務
取
締
役
、
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
黒
田
和
生
普
及
育
成

事
業
本
部
長
を
招
聘
。
各
講
師
と
も
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ

め
所
有
施
設
の
運
営
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ

ス
・
開
拓
の
取
り
組
み
、
メ
デ
ィ
ア
と

の
か
か
わ
り
方
、
企
業
に
と
っ
て
の
ス

ポ
ー
ツ
の
広
告
価
値
・
宣
伝
効
果
な
ど
、

裏
話
を
交
え
な
が
ら
内
容
の
濃
い
授
業

を
展
開
し
た
。

林
専
任
講
師
は
「
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

の
松
坂
投
手
に
絡
む
企
業
の
広
告
戦
略

な
ど
、
な
か
な
か
表
に
出
な
い
話
も
あ

っ
て
、
学
生
も
熱
心
に
聴
い
て
い
た
」

と
振
り
返
る
。
毎
回
講
義
後
に
提
出
を

求
め
た
感
想
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ

ー
の
仕
事
に
関
心
を
持
っ
た
」「
Ｎ
Ｆ
Ｌ

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
緻
密
さ
に
驚
い
た
」

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
講
義
は
来
年
度
も
春
学
期
に
開

講
が
内
定
し
て
い
る
。
講
師
の
人
選
な

ど
詳
細
は
今
後
詰
め
て
い
く
が
、
さ
ら

に
密
度
の
濃
い
授
業
が
期
待
で
き
そ
う

だ
。

桂
田
恵
美
子
教
授
（
文
学
部
）
の
ゼ
ミ
は
、
地

元
の
親
子
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
親
子
関

係
（
愛
着
）
を
調
べ
る
実
験
を
し
て
い
る
。

春
学
期
に
実
施
し
た
の
は
、
１
歳
児
と
そ
の
母

親
を
対
象
に
し
た
「
ス
ト
レ
ン
ジ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
法
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、
世
界

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
実
験
。
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
い
る
子
ど
も
が
、
見
知
ら
ぬ
場
所
（
実
験
室
）

で
お
母
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
時
、
知
ら
な
い
人

（
学
生
）
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
時
、
再
び
お
母

さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
時
、
ど
ん
な
反
応
を
示
す
の

か
を
観
察
し
、
ス
ト
レ
ス
度
を
測
る
。

実
験
を
担
当
す
る
の
は
３
年
生
。
事
前
に
授
業

で
理
論
と
方
法
を
勉
強
し
た
上
で
、
学
生
１
人
に

つ
き
１
組
の
親
子
の
実
験
を
担
当
す
る
。
桂
田
教

授
の
指
導
の
下
、
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
越
し
に
子
ど

も
の
様
子
を
観
察
し
た
り
、「
知
ら
な
い
人
」
の
役

で
子
ど
も
と
二
人
で
遊
ん
だ
り
す
る
。
学
生
は
、

普
段
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
の
で「
泣

い
た
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
」
事
前
に
授

業
で
習
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
そ
の
場
に
直
面
す

る
と
困
難
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
桂

田
教
授
は
「
文
献
に
書
い
て
い
な
い
個
々
の
子
ど

も
の
反
応
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
い
い
経
験

に
な
る
。
ま
た
、
自
分
が
担
当
し
た
子
ど
も
の
行

動
を
後
で
ビ
デ
オ
を
見
て
分
析
す
る
課
題
が
与
え

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
分
析
に
も
一
層
興
味
が
持
て

る
」
と
話
す
。

春
学
期
は
約
２０
組
の
親
子
に
実
験
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
。
実
験
に
参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は

「
普
段
は
甘
え
ん
坊
な
の
に
、実
験
で
は
私
が
急
に

い
な
く
な
っ
て
も
全
く
気
に
せ
ず
遊
ん
で
い
た
の

で
驚
い
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
好
評
だ
っ
た
よ

う
だ
。
秋
学
期
後
半
に
は
、
４
歳
児
が
人
形
を
使

っ
て
ど
ん
な
話
を
作
る
の
か
と
い
っ
た
「
ド
ー
ル

プ
レ
イ
」
の
実
験
な
ど
も
す
る
予
定
。

桂
田
教
授
は
前
任
の
大
学
で
、
学
内
に
「
育
児

カ
フ
ェ
」
を
設
け
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
好

評
を
得
て
い
た
。
幼
児
教
育
専
攻
の
学
生
た
ち
が

２
時
間
子
ど
も
の
保
育
に
あ
た
り
、
お
母
さ
ん
た

ち
は
そ
の
間
を
自
由
に
過
ご
せ
る
。
関
学
内
で
は

ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
環
境
が
整
え

ば
、
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
た
め
の
空
間
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

望
月
康
恵
ゼ
ミ
（
法
学
部
）
で
は
、
学
内
外
で

行
わ
れ
る
国
際
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
た
り
、
外
務
省
関
係
者
を
講
師
と
し
て
招
聘

す
る
な
ど
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
国
連
な

ど
国
際
機
構
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

１０
月
１６
日
に
は
「
日
本
の
若
者
に
日
蘭
の
過
去

の
歴
史
を
伝
え
、
平
和
や
将
来
に
つ
い
て
共
に
語

り
た
い
」
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
オ
ラ
ン
ダ
人
戦

争
被
害
者
１５
人
が
、
ゼ
ミ
の
学
生
２０
人
と
交
流
し

た
。
こ
の
企
画
は
望
月
教
授
が
外
務
省
の
日
蘭
平

和
交
流
事
業
と
協
力
し
、
実
現
し
た
も
の
。
昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
の
実
施
で
、「
国
際
機
構
論
」

の
授
業
の
中
で
も
講
演
が
あ
り
、
充
実
し
た
企
画

と
な
っ
た
。

１
９
４
２
年
、
日
本
軍
は
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ

ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
侵
攻
し
、
現
地
の
オ

ラ
ン
ダ
人
を
抑
留
、
捕
虜
に
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に

は
い
ま
も
戦
争
の
捕
虜
と
さ
れ
た
人
々
が
約
９
万

人
お
り
、
反
日
感
情
が
残
っ
て
い
る
。

意
見
交
換
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
日
本
人
学
生
が

交
互
に
座
り
、
昼
食
を
共
に
と
っ
た
後
、
フ
ァ
ン

・
ボ
ー
デ
ホ
ム
さ
ん
が
自
ら
の
収
容
所
で
の
体
験

を
語
っ
た
。
奥
田
玲
子
さ
ん
（
法
３
）
�
写
真
中

央
�
は
、「
今
回
の
交
流
で
、
過
去
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
、
国
を
超
え
て
一
人
ひ
と
り
に
配
慮
す
る

心
が
今
後
の
国
際
問
題
の
解
決
に
は
必
要
だ
と
感

じ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

地元の協力で親子の愛着実験国際イベントに参加・交流

桂
田
恵
美
子
ゼ
ミ（
文
）

学
際
・
連
携
科
目
で
自
分
の
専
門
を
深
め
て

授業特集

村
田
治

教
務
部
長
（
経
済
学
部
教
授
）

実験に参加した親子

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
最
前
線

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
指
導
論

スポーツの舞台裏 多彩な視点から

望
月
康
恵
ゼ
ミ（
法
）

平
尾
Ｇ
Ｍ
ら
招
き「
指
導
者
と
は
」を
学
ぶ
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「
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
と
実
践
（
学
生

ベ
ン
チ
ャ
ー
創
成
塾
）」（
学
際
ゼ
ミ

０
０
２
）
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

起
業
し
た
い
と
い
う
学
生
を
対
象
に

経
営
戦
略
論
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

財
務
計
画
な
ど
の
基
礎
知
識
を
身
に

着
け
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
た
め
の
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
起
業
志
望
者
だ
け
で

な
く
、
一
般
企
業
な
ど
に
就
職
す
る

場
合
も
有
効
。「
学
生
時
代
に
ゼ
ロ
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
組
み
立
て
る
経
験
を

す
る
こ
と
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
の
視
野
が
広
が
る
」
と
担
当
の
定

藤
繁
樹
経
営
戦
略
研
究
科
教
授
。

春
学
期
は
主
に
Ｋ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に
向

け
た
事
業
計
画
書
を
作
成
し
た
。

夏
季
休
暇
中
に
は
、
起
業
訓
練

の
一
環
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
海
外
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

察
、
実
験
店
舗
運
営
な
ど
で
経

営
感
覚
を
磨
い
た
。

秋
学
期
か
ら
は
、
現
役
経
営

者
か
ら
学
ぶ
「
実
践
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
演
習
」
を

実
施
。
塚
本
哲
夫
・
六
甲
バ
タ

ー
社
長（
関
学
経
卒
）、
間
藤
芳

樹
・
株
式
会
社
マ
ッ
シ
ュ
代
表

取
締
役（
関
学
社
卒
）、
三
宅
克

彦
・
株
式
会
社
サ
イ
エ
ー
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
（
関

学
商
卒
）
と
い
っ
た
企
業
の
ト

ッ
プ
が
経
営
に
つ
い
て
レ
ク
チ

ャ
ー
す
る
。
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー

創
成
塾
の
醍
醐
味
は
、
こ
れ
ら

の
経
営
者
か
ら
与
え
ら
れ
た
課

題
に
対
し
て
経
営
戦
略
を
練
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て

提
案
す
る
こ
と
に
あ
る
。
経
営

陣
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
の
案
が
実
際
に
採
用

さ
れ
る
と
い
う
。

従
業
員
数
約
千
人
と
い
う
規

模
な
が
ら
、
高
品
質
な
プ
ロ
セ
ス
チ

ー
ズ
を
提
供
す
る
六
甲
バ
タ
ー
塚
本

社
長
か
ら
は
「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
Ｑ
Ｂ
Ｂ
チ
ー
ズ
の
今
後
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
や
、
競
合
他
社
を
押
さ
え
、

生
き
残
る
た
め
の
企
業
戦
略
の

立
案
」
が
求
め
ら
れ
た
。
学
生

か
ら
は
「
既
存
製
品
の
拡
販
だ

け
で
な
く
新
製
品
開
発
が
重
要
」

「
欧
米
と
比
べ
て
日
本
の
チ
ー

ズ
消
費
量
は
小
さ
い
。
食
文
化

に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
」「
六

甲
バ
タ
ー
に
は
世
界
初
の
開
発

が
あ
る
の
に
特
許
対
策
を
し
て

い
な
い
。
今
後
は
意
匠
登
録
な

ど
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
べ

き
」
と
活
発
な
意
見
交
換
が
あ

っ
た
。
塚
本
社
長
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
１２
月
２０
日
に

行
わ
れ
る
予
定
。

今
年
で
３
年
目
と
な
る
学
生

ベ
ン
チ
ャ
ー
創
成
塾
は
２
年
生

以
上
の
全
学
部
生
が
対
象
。
定

員
は
１６
人
程
度
ま
で
。
履
修
希

望
者
に
は
事
前
の
学
習
計
画
の

提
出
を
求
め
、
面
接
で
選
考
す

る
。
Ｓ
サ
イ
ズ
の
服
を
専
門
に

ネ
ッ
ト
販
売
す
る
「
株
式
会
社

L
ittle

G
ian
t

」を
立
ち
上

げ
た
石
原
奈
津
子
さ
ん（
商
３
）

も
昨
年
の
受
講
生
だ
。
定
藤
教

授
は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て

学
生
と
関
学
出
身
の
経
営
者
が

交
流
で
き
る
組
織
も
構
築
し
た

い
」
と
講
座
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
つ
い
て
、意
欲
を
見
せ
る
。

最
近
、
全
国
的
に
「
ご
当
地
検
定
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
で
は
、
自
分
の
通
う
大
学
が
あ

る
「
西
宮
」
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
域
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
西
宮
）『
学
生
が
つ
く
る
西
宮

検
定
』」は
、
そ
の
名
の
通
り
、
西
宮
に
つ
い
て
の

検
定
試
験
を
実
施
す
る
授
業
。
担
当
の
寺
地
孝
之

商
学
部
教
授
は
、「
検
定
試
験
を
企
画
・
実
施
す
る

こ
と
で
、
学
生
の
目
的
が
明
確
に
な
り
達
成
感
が

得
ら
れ
る
」
と
話
す
。

西
宮
に
は
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
「
西
宮
え
び

す
」「
灘
酒
」「
甲
子
園
」
が
あ
る
。
授
業
は
こ
の

三
つ
に
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
で
、
西
宮
の
歴
史
、

文
化
、
商
業
な
ど
を
学
習
。
授
業
は
通
年
で
、
春

学
期
は
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、関
学
教
員
の
ほ
か
、

西
宮
神
社
の
吉
井
良
昭
宮
司
、
大
関
株
式
会
社
の

長
部
文
治
郎
名
誉
会
長
、
日
本
高
等
学
校
野
球
連

盟
の
脇
村
春
夫
会
長
が
講
義
を
し
た
。
夏
休
み
に

は
、
学
生
が
約
５
０
０
問
の
問
題
を
考
案
。
そ
れ

を
持
ち
寄
っ
て

秋
学
期
か
ら

は
、
三
つ
の
テ

ー
マ
の
中
か
ら

好
き
な
分
野
を

選
ん
で
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
本

格
的
な
問
題
作

成
に
あ
た
っ
て

い
る
。
状
況
に

応
じ
て
、
現
地

調
査
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
も
す

る
。寺

地
教
授
は

「
１
年
で
検
定

試
験
が
完
成
し
な
く
て
も
い
い
」と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
は
、
２
月
下
旬
に
調
査
を
兼
ね
た
予
備
試

験
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
以

降
に
本
格
的
な
検
定
試
験
の
実
施
を
目
指
す
。

「
検
定
問
題
の
作
成
は
、
あ
く
ま
で
も
手
段
。

問
題
の
作
成
過
程
で
、
テ
キ
ス
ト
の
編
集
や
予
算

の
検
討
を
行
い
、
実
際
に
検
定
を
実
施
す
る
際
に

一
定
の
評
価
を
得
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

広
報
な
ど
も
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
、

寺
地
教
授
は
授
業
の
効
果
に
つ
い
て
話
す
。

受
講
す
る
学
生
は
「
普
段
会
え
な
い
講
師
の
方

や
地
元
の
人
か
ら
話
を
聞
け
る
の
が
新
鮮
」
と
い

う
。
関
東
出
身
の
学
生
は
「
地
元
に
帰
っ
て
も
西

宮
を
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
多
く
の
人
に
西
宮
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
甲
子
園
を
テ
ー
マ
に

問
題
作
り
に
励
ん
で
い
る
。

寺
地
教
授
は
「
全
国
に
西
宮
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
検
定
を
作
っ
た
関
学
の
名
前
も
広
が

る
の
で
は
」と
そ
の
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

大
関
株
式
会
社
で
酒
造
り
に

つ
い
て
話
を
聞
く
受
講
生

総
合
政
策
学
部

・
研
究
科
は
１１
月

９
、
１０
日
に
「
知
の
祭
典

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ア
２

０
０
７
」
を
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
開

催
し
た
。

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ア
は

学
生
が
日
ご
ろ
の
研
究
成

果
を
発
表
し
、
知
的
交
流

を
図
る
場
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
。
口
頭
や
ポ

ス
タ
ー
、
写
真
な
ど
で
発

表
し
、
部
門
別
に
コ
ン
テ

ス
ト
形
式
で
競
い
合
う
。

１０
回
目
と
な
る
今
年
は
、

中
央
大
学
や
三
田
祥
雲
館

高
校
と
市
立
伊
丹
高
校
の

生
徒
も
加
わ
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
西
村
勇

輔
さ
ん
（
総
４
）
の
口
頭

発
表
「
あ
な
た
の
レ
ポ
ー

ト
は
誰
の
も
の
？

〜
大

学
生
の
引
用
等
に
対
す
る

意
識
調
査
か
ら
探
る
〜
」

と
石
原
凌
河
さ
ん（
総
２
）

ら
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
「
２

０
０
９
�

Ｋ
Ｓ
Ｃ
が
変

わ
る
�

バ
ス
停
が
変
わ

る
�
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。

２
日
目
に
は
総
合
政
策

学
部
の
同
窓
生
ら
が
「
車

座
」
企
画
「
リ
サ
フ
ェ
で

Ｏ
Ｂ
Ｇ
訪
問
�
」
を
企
画

し
、
在
学
生
と
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間

も
設
け
ら
れ
、
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

１
９
９
５
年
か
ら
毎
年
、
経
済
学
部
ゼ
ミ
生
が
「
イ

ン
タ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」
を
開
い
て
い
る
。
ゼ
ミ
対

抗
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
研
究
発
表
で
、
今
年
は
初
め
て
、

関
西
大
学
の
ゼ
ミ
生
を
招
い
て
「
関
関
戦
」
形
式
も
取

り
入
れ
た
。

関
関
戦
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
３
年
生
と
４
年
生
の

ゼ
ミ
が
参
加
。「
新
卒
入
社
３
年
以
内
の
転
職
増
加
の
是

非
」「
米
軍
基
地
を
な
く
し
て
沖
縄
経
済
は
成
り
立
た
な

い
」「
被
用
者
年
金
一
元
化
の
是
非
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご

と
に
、肯
定
側
、
否
定
側
に
分
か
れ
て
討
論
。
立
論
―
質

疑
―
最
終
弁
論
に
至
る
時
間
配
分
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
方
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
マ
ナ
ー
な
ど
が
採
点
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
戦
略
を
立
て
、
相
手
の
根
拠
の
弱
い

部
分
を
突
い
た
質
問
を
し
、
自
分
た
ち
の
正
当
性
を
効

果
的
に
主
張
す
る
。こ
れ
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
醍
醐
味
だ
。

「
米
軍
基
地
を
な
く
し
て
…
…
」
を
テ
ー
マ
に
争
っ

た
村
田
治
教
授
ゼ
ミ
（
関
学
）
と
中
澤
信
彦
准
教
授
ゼ

ミ
（
関
西
大
学
経
済
学
部
）
の
討
論
で
、
肯
定
側
の
村

田
ゼ
ミ
は
「
米
軍
の
存
在
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
雇

用
や
経
済
効
果
は
大
き
く
、
基
地
以
外
の
産
業
は
育
っ

て
い
な
い
。
柱
と
な
っ
て
い
る
観
光
業
収
入
も
そ
の
７

割
が
本
土
の
大
手
旅
行
会
社
に
還
流
し
て
い
る
」
と
主

張
。否
定
側
の
中
澤
ゼ
ミ
は
「
米
軍
へ
の
『
思
い
や
り
予

算
』を
沖
縄
県
民
の
た
め
に
用
い
、米
軍
基
地
返
還
に
よ

る
跡
地
も
ビ
ジ
ネ
ス
基
地
と
し
て
転
換
す
れ
ば
、
ア
ジ

ア
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
客
を
呼
び
込
め
る
。
長
期
的
に
は

自
立
的
な
発
展
が
可
能
」
と
反
論
し
た
。
結
果
は
、
現

状
の
基
地
収
入
や
そ
の
経
済
効
果
な
ど
を
具
体
的
に
デ

ー
タ
で
示
し
た
村
田
ゼ
ミ
が「
優
勢
」と
判
定
さ
れ
た
。

「
現
状
を
否
定
し
変
革
す
る
た
め
に
は
、
具
体
案
を

相
手
に
ぶ
つ
け
て
説
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
肯
定
側
の

現
状
認
識
に
も
つ
け
い
る
個
所
は
あ
っ
た
」
と
中
澤
准

教
授
は
指
摘
す
る
。

大
会
の
事
務
局
を
務
め
る
田
口
真
弓
さ
ん
（
経
４
）

は
、「
例
年
よ
り
規
模
が
大
き
く
準
備
も
大
変
だ
っ
た
が
、

そ
の
分
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
完
成
度

も
例
年
よ
り
高
か
っ
た
」
と
評
価
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
研
究
発
表
の
部
で
も
３
年
生
ゼ
ミ
が
関

関
戦
を
行
い
、
従
来
の
関
学
内
ゼ
ミ
対
抗
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
や
研
究
発
表
も
実
施
さ
れ
た
。

技
術
革
新
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
知
的
財

産
は
密
接
に
関
係
し
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
以

上
に
重
要
性
が
高
ま
り
、
関
連
業
務
が
拡
大
す

る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
知
的
財
産
の
知
識

や
実
務
的
な
業
務
内
容
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は

重
要
だ
。

関
学
は
、
春
学
期
に
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
や
さ
し
い
知
的
財
産

身
近
に
あ
る
知

的
財
産

事
例
を
交
え
て
知
財
を
考
え
る
」
（
総

合
コ
ー
ス
６
２
９
）
を
、
秋
学
期
に
は
Ｋ
Ｓ
Ｃ

で
「
知
的
財
産
入
門

身
近
に
あ
る
知
的
財
産

こ
ん
な
産
業
に
も
知
的
財
産
が
�
」
（
総
合

コ
ー
ス
６
３
０
）
を
開
講
し
、
特
許
庁
や
企
業

の
第
一
線
で
知
的
財
産
に
か
か
わ
る
人
々
や
弁

理
士
を
講
師
に
迎
え
て
い
る
。

担
当
の
佐
野
直
克
理
工
学
部
教
授
は
「
今
の

時
代
、
知
的
財
産
に
関
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば

社
会
人
と
し
て
失
格
と
い
わ
れ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

は
知
的
財
産
を
通
じ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
扱
う
部
門
に
い
る
人
間
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
人
間
す
べ
て
に
関
係
す
る
」

と
、こ
の
講
座
の
必
要
性
を
説
明
す
る
。

講
座
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
三
菱
電
機
、
武

田
薬
品
、
サ
ン
ト
リ
ー
な
ど
Ｉ
Ｔ
産
業

か
ら
食
品
業
界
ま
で
身
近
な
企
業
の
知

的
財
産
戦
略
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

武
田
薬
品
知
的
財
産
部
で
付
記
弁
理
士

と
し
て
勤
務
す
る
平
井
真
以
子
さ
ん（
関

学
理
学
部
卒
）
�
写
真
�
は
「
製
薬
企

業
に
お
け
る
知
的
財
産
戦
略
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
医
薬
品
の
特
許
戦
略
に
つ
い
て
講
義

し
た
。
医
薬
品
業
界
で
は
特
許
切
れ
後
の
後
発

医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
）
の
出
現
で
先
発

医
薬
市
場
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
医
薬

品
の
権
利
の
独
占
期
間
を
少
し
で
も
延
長
し
、

利
益
を
得
る
た
め
、
平
井
さ
ん
ら
知
的
財
産
部

員
は
、
日
々
、
知
的
財
産
制
度
と
い
う
ル
ー
ル

の
中
で
特
許
期
間
の
延
長
戦
略
を
練
っ
て
い
る

と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
巨
額
の
発
明
の
対
価
を

め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
日
亜
化
学
の
職
務
発
明
に

お
け
る
判
決
に
も
触
れ
、
発
明
者
側
と
会
社
側

の
対
立
点
を
説
明
。
今
後
の
職
務
発
明
の
注
目

点
な
ど
も
提
示
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
が

い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
話
し
て
く
れ
る
の
が
面

白
い
」「
知
的
財
産
や
特
許
に
つ
い
て
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
こ
の
講
座
を
通
し
て
少
し
で
も

触
れ
た
い
と
思
っ
た
」「
現
場
の
話
が
聞
け
る
の

が
面
白
い
」
と
好
評
だ
。

佐
野
教
授
は
「
他
人
の
発
明
や
ア
イ
デ
ア
を

尊
重
し
つ
つ
、ビ
ジ
ネ
ス
で
役
立
て
る
こ
と
は
、

関
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
るm

aste
ry
for
service

の
精
神
に
も
つ
な
が
る
」

と
知
的
財
産
の
教
育
に
力
を
入
れ
る
。

国
際
化
が
進
む
近
年
、
日
本
の
若
者
は

欧
米
人
と
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
英
語
力
だ
け
な
く
、
相
手
の
言
葉
に

迅
速
に
対
応
し
て
切
り
返
す
能
力
や
論
理

的
思
考
能
力
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
着
け
る
講
座

の
ひ
と
つ
が
今
年
か
ら
開
講
さ
れ
た
「
ア

メ
リ
カ
理
解
教
育
」（
連
携
講
座
０
０
３
）

だ
。
夏
季
休
暇
中
の
４
日
間
の
短
期
集
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
関
学
生
と
高
校
生
が
と

も
に
グ
ル
ー
プ
研
究
に
取
り
組
む
。
関
学

生
に
は
高
校
生
を
指
導
し
な
が
ら
研
究
を

ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
過
程

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
教
員
を
高
校
に
派
遣

す
る
出
張
講
座
な
ど
従
来
型
の
「
高
大
連

携
」
と
は
一
線
を
画
す
る
新
し
い
高
大
連

携
の
取
り
組
み
だ
。

初
年
度
の
今
年
は
関
学
生
１０
人
と
関
西

学
院
高
等
部
、
啓
明
学
院
高
校
、
兵
庫
県

立
宝
塚
西
高
校
、
大
阪
府
立
箕
面
高
校
の

生
徒
１２
人
が
参
加
。デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

義
を
英
語
と
日
本
語
で
受
講
。
そ
の
後
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
関
学
生
と
高
校

生
が
協
力
し
て
研
究
を
行
っ
た
。
講
師
は

藤
沢
武
史
商
学
部
教
授
、
新
関
芳
生
文
学

部
准
教
授
や
協
力
を
依
頼
し
て

い
る
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

国
際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
）
か

ら
の
派
遣
講
師
が
担
当
し
た
。

最
終
日
に
は
映
像
や
音
楽
を
取

り
入
れ
た
質
の
高
い
発
表
が
行

わ
れ
た
。

藤
沢
教
授
は
、「
大
学
生
に
と

っ
て
高
校
生
の
意
欲
的
な
受
講

姿
勢
は
よ
い
刺
激
に
な
る
。
高

校
生
も
大
学
で
の
勉
強
を
擬
似

体
験
で
き
、
将
来
の
進
路
決
定

の
参
考
に
で
き
る
。
私
た
ち
も

高
校
教
員
と
の
意
見
交
換
を
通

じ
て
高
校
教
育
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
と

高
大
連
携
講
座
の
メ
リ
ッ
ト
を

語
る
。

来
年
度
か
ら
は
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
採
用

す
る
予
定
。
藤
沢
教
授
は
「
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
両
国
に
関
心
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
向
上
し
た
い
と
い
う
学
生
に
は
ぜ
ひ
受

講
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
る
。

大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
の
授
業
「
政
策
課

題
Ｂ
」
で
、
地
方
都
市
で
あ
る
篠
山
市
の
地
域

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
履
修
者
は
大
学
院

生
が
中
心
だ
が
、
都
市
政
策
に
関
心
の
あ
る
総

合
政
策
学
部
の
学
生
５
人
も
聴
講
生
と
し
て
参

加
、
メ
ン
バ
ー
１０
人
で
篠
山
市
や
商
工
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
調
査
、
分
析
し
、
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

篠
山
市
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
昨
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
学
生
ら
が
市
街
地

活
性
化
の
た
め
に
提
案
し
た
「
地
域
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」
が
実
際
に
篠
山
市
役
所
で
採
用
さ
れ

る
な
ど
、
地
元
の
自
治
体
関
係
者
や
商
工

会
か
ら
の
信
頼
は
厚
い
。

提
案
に
至
る
ま
で
の
現
地

調
査
で
は
、
月
１
回
の
ペ

ー
ス
で
地
域
住
民
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
住
民
と
の
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

春
学
期
に
は
「
若
年
層

の
流
出
を
い
か
に
食
い
止

め
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

人
口
の
流
出
状
況
を
調
査

し
、
篠
山
市
商
工
会
の
職

員
を
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
若
者
の

Ｕ
タ
ー
ン
人
口
増
加
を
目

指
し
「
就
職
活
動
期
の
大

学
３
年
生
を
対
象
に
、
地

元
企
業
も
参
加
し
た
大
規

模
な
同
窓
会
を
開
催
す
る
」

や
「
篠
山
市
の
強
み
で
あ

る
農
業
で
稼
ぐ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
高
校
時
代
か
ら
学
ば
せ

る
」
な
ど
の
案
を
披
露
し
た
。

商
工
会
の
関
係
者
か
ら
は
「
人
口
の
移

動
状
況
な
ど
の
分
析
デ
ー
タ
は
ぜ
ひ
活
用

し
た
い
」「
大
同
窓
会
の
提
案
は
小
学
校
区

ご
と
に
支
部
を
置
く
な
ど
し
て
実
現
で
き

そ
う
」
な
ど
前
向
き
な
意
見
が
出
た
。

東
本
裕
之
さ
ん
（
総
政
研
Ｍ
２
）
は
「
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
か
ら
意
見
や
考
え
を

聞
け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

今
後
も
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
ま

ち
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
学
生
が
現
れ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

授
業
担
当
者
の
一
人
で
あ
る
加
藤
晃
規

総
合
政
策
研
究
科
教
授
は
「
篠
山
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
こ
と
で
、
総
合
的
な

学
び
が
で
き
、
地
域
住
民
を
元
気
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
方
都
市
の
人
口
減
少

と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
を
扱
う
な

か
で
、
い
か
に
学
生
ら
の
提
案
が
受
け
入

れ
ら
れ
、
実
際
に
観
光
客
や
居
住
者
人
口

増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
が
今
後
の
課
題
」

と
話
す
。

現
在
は
篠
山
市
商
工
会
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
Ｊ
Ｒ
篠
山
口
駅
周
辺
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
駅
に
あ
る
「
観
光
案

内
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
特
産
物
展
示
コ
ー
ナ

ー
」
の
有
効
利
用
を
模
索
中
だ
。
今
後
の

取
り
組
み
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

長
田
典
子
研
究
室
（
理
工
学
部
）

で
は
人
間
の
感
性
を
数
値
化
す
る
感

性
情
報
学
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
あ
る
企
業
に
協
力
し
、
人
間

が
感
知
し
や
す
い
消
防
車
の
警
光
灯

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

消
防
車
は
緊
急
走
行
時
に
、
サ
イ

レ
ン
と
回
転
灯
で
周
囲
の
車
両
へ
警

告
を
出
し
、
現
場
に
向
か
う
。
し
か

し
、
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
消
防
車

の
走
行
に
気
付
か
ず
、
消
防
車
と
接

触
し
て
し
ま
う
事
故
が
多
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
減
ら
す
た
め
、

視
認
性
の
高
い
回
転
灯
の
開
発
が
目

的
だ
。

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
何
回
出
す
？
」

「
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」。
長
田
教
授
が

担
当
す
る
「
感
性
メ
デ
ィ
ア
情
報
処

理
」
を
受
講
し
て
い
る
学
生
も
協
力

し
、
研
究
室
で
は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ゲ

ー
ム
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

に
お
け
る
人
間
の
反
応
時
間

を
計
測
。
結
果
を
視
認
度
分

布
表
と
し
て
ま
と
め
、
近
々
、
企
業

に
報
告
す
る
。
研
究
室
の
土
屋
晋
さ

ん
（
理
工
学
研
究
科
Ｍ
１
）
は
、「
自

分
た
ち
の
研

究
が
実
際
の

製
品
化
に
つ

な
が
れ
ば
、

最
終
的
に
事

故
の
減
少
が

実
現
で
き

る
」
と
研
究

の
魅
力
を
説

明
す
る
。

長
田
教
授

は
大
学
卒
業

後
に
三
菱
電

気
に
入
社

し
、
実
際
に

産
業
に
応
用

す
る
研
究
に
従
事
し
て
い
た
経
験
を

持
つ
。「
今
後
も
感
性
情
報
学
を
、
社

会
に
役
立
て
た
り
、
身
近
な
生
活
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。
興
味
の
あ
る
学
生
は
ぜ
ひ
一

緒
に
研
究
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
る
。

福
井
幸
男
教
授
（
商
学
部
）
の
１

年
生
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
学
生
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
「
世
界
学
生
た
こ
焼

き
選
手
権
」
を
開
催
し
て
い
る
。

関
西
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
あ
る

「
た
こ
焼
き
」
を
世
界
に
向
け
て
若

い
力
で
発
信
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
、

資
金
は
学
生
か
ら
募
る
ほ
か
、
学
生

自
身
が
仕
入
れ
か
ら
屋
台
の
運
営
ま

で
を
担
当
す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
を
体
感
で
き
る
ほ
か
、
西
宮
商

店
市
場
連
盟
と
西
宮
商
工
会
議
所
、

市
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
地
域
の

人
々
と
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。３

回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
９
月

２２
、
２３
日
と
１０
月
１３
、
１４
日
に
西
宮

市
内
２
カ
所
の
商
店
街
で
実
施
。
当

日
は
関
学
や
西
宮
市
内
の
兵
庫
栄
養

専
門
学
校
生
が
カ
レ
ー
味
や
キ
ム
チ

味
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
５
店
舗
の
た
こ

焼
き
屋
台
を
出
店
し
た
。
値
段
は
一

律
３
０
０
円
。

「
３
代
目
た
こ

焼
き
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
を
目
指

し
て
、
各
店
舗

が
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
味
で
売
上
額

を
競
い
、
関
学

の
「
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
チ
ー
ム
」

が
売
上
約
１４
万

円
で
優
勝
し

た
。福

井
教
授
は
「
教
室
で
は

さ
え
な
い
学
生
が
街
に
出
る

と
一
番
の
人
気
者
に
な
る
こ

と
を
毎
年
見
て
き
た
。
商
店

街
の
方
の
叱
咤
激
励
は
と
く

に
学
生
を
成
長
さ
せ
る
。今
後

は
イ
ベ
ン
ト
で
築
い
た
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
継
続
さ
せ

て
い
く
の
が
課
題
」と
３
年
間

を
振
り
返
る
。

中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営
に
携
わ

っ
た
小
丸
裕
己
さ
ん
（
商
１
）
は
「
商

店
街
の
方
と
の
交
渉
な
ど
、
教
室
で

は
学
べ
な
い
商
売
の
厳
し
さ
や
楽
し

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
地
元
西
宮
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
企
画
を
考
え
た
い
」
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

広
告
論
を
学
ぶ
難
波
功
士
ゼ
ミ（
社

会
学
部
）
は
、
昨
年
度
か
ら
関
西
大

学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館

大
学
の
ゼ
ミ
と
合
同
で
、
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
球
団
に

対
し
、
広
告
戦
略
を
提
案
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
試
み
は
４
大
学
の
教
員

ら
が
授
業
の
一
環
と
し
て
、
身
近
な

テ
ー
マ
で
実
践
的
に
広
告
に
つ
い
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
企
画
し
た
も
の
で
、

オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク
ラ
ブ
株
式
会
社

の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
。

今
年
は「
球
団
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
、
１０
月
２０
日
に
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
京
セ
ラ
ド
ー
ム
や

球
団
関
係
者
９
人
が
審
査
員
と
し
て

見
守
る
な
か
、
大
学
ご
と
に
次
々
と

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
提
案
し
た
。

関
学
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が
登
場
し
、

オ
リ
ッ
ク
ス
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
癒
や
し
）
を
か
け
た
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
「
オ
リ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
や

試
合
結
果
の
予
想
ク
ジ
「
オ
リ
ッ
ク

ジ
」
を
無
料
配
布
す
る
こ
と
で
野
球

に
興
味
が
な
い
人
を
巻
き
込
む
戦
略

な
ど
を
披
露
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て

球
団
側
は
「
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
も
の
か

ら
理
論
的
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

ブ
ラ
ン
ド
案
が
あ
っ
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

難
波
教
授
は
「
自
分
た
ち
の
広
告

戦
略
を
実
際
に
企
業
か
ら
評
価
し
て

も
ら
え
る
の
は
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
。

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め

る
３
年
生
に
と
っ
て
は
特
に

良
い
機
会
に
な
る
。
ど
ん
な

に
酷
評
さ
れ
て
も
そ
の
結
果

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
学
生

に
は
打
た
れ
強
く
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
す
る
。

寺
岡
研
介
さ
ん
（
社
３
）

は
「
自
分
た
ち
の
内
輪
で
終

わ
ら
せ
ず
、
外
に
向
か
っ
て

発
表
す
る
の
は
新
鮮
。
広
告

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
難
し

さ
を
肌
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

昨
年
度
は
関
学
生
が
提
案

し
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
実

際
に
発
行
さ
れ
た
。
今
年
も

学
生
ら
の
提
案
が
実
現
す
る

か
楽
し
み
だ
。

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
政
策
・
都
市

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」。
上
野
真
城
子
ゼ
ミ（
総

合
政
策
学
部
）
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
政

府
機
関
の
協
力
を
得
て
、
夏
季
休
暇

を
利
用
し
た
途
上
国
都
市
問
題
の
実

践
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

年
で
２
回
目
。

モ
ン
ゴ
ル
は
急
激
な
都
市
化
の
中

で
政
策
と
計
画
が
対
応
で
き
ず
、
首

都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
ゲ
ル
住
宅
地

区
は
、
環
境
、
衛
生
、
安
全
に
か
か

わ
る
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
ゼ

ミ
生
は
調
査
表
を
片
手
に
ゲ
ル
地
区

に
入
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
援
助
に
よ
る
小

学
校
を
は
じ
め
、
道
路
、
ご
み
、
ト

イ
レ
な
ど
、
町
や
施
設
の
状

況
を
観
察
し
て
記
録
し
て
ま

わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は

地
図
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
質
を
測
る
も
の
さ
し
と

し
、
環
境
改
善
の
目
標
を
作

る
の
に
役
立
て
る
。

「
実
際
に
行
っ
て
み
て
、

住
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識

の
低
さ
が
問
題
だ
と
感
じ
た
」

と
い
う
中
野
恵
さ
ん（
総
３
）

た
ち
は
、
ご
み
の
ポ
捨
て
を

や
め
よ
う
と
い
う
啓
発
劇
を

披
露
し
て
小
学
校
で
人
気
を

博
し
た
。

「
調
査
結
果
を
現
地
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思

う
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

や
日
本
大
使
館

に
も
報
告
す
る

が
、
モ
ン
ゴ
ル

の
学
生
と
共

に
、
ゲ
ル
地
区

の
子
ど
も
と
住

民
を
啓
発
し
環

境
改
善
に
役
立

つ
活
動
に
つ
な

げ
た
い
」
と
意

気
込
む
。

イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
経
）

長
田
典
子
研
究
室（
理
工
）人間の感性を数値化

授業特集
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全
学
科
目
の
中
に
あ
る
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目

群
」
の
授
業
は
１
年
生
の
う
ち
か
ら
将
来
の
仕
事
、

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。

自
分
の
人
生
を
い
か
に
生
き
て
い
く
か
、
あ
る
い

は
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
く
か
―
社
会

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
勉
学
の

目
的
が
明
確
に
な
り
、
学
習
意
欲
も
高
ま
る
。
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
に
は
、
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

教
務
部
長
の
村
田
治
経
済
学
部
教
授
は
「
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
の
授
業
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で
は
な

い
。
学
部
の
専
門
科
目
を
受
講
す
る
際
に
、
何
に
重

点
を
置
い
て
勉
強
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
仕
事
」（
村
田
治
教
授
）は
、

働
い
て
い
く
上
で
、
何
に
価
値
観
を
置
く
か
を
考
え

る
授
業
。
関
学
卒
業
生
の
企
業
の
ト
ッ
プ
や
中
堅
幹

部
ら
数
人
が
講
師
を
務
め
る
。受
講
し
た
学
生
は「
さ

ま
ざ
ま
な
業
界
の
人
の
話
が
聞
け
て
、
視
野
が
広
が

っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

「
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
は
「
働
き
方
」

が
テ
ー
マ
だ
。
徐
々
に
新
聞
な
ど
で
も
注
目
さ
れ
つ

つ
あ
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
仕
事
と

生
活
の
調
和
と
い
う
意
味
。
仕
事
だ
け
の
生
活
で
は

な
く
、
仕
事
と
家
庭
生
活
、
個
人
の
自
己
啓
発
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
自
ら
が
希
望
す
る
バ
ラ

ン
ス
で
展
開
で
き
る
状
態
の
こ
と
を
指
す
。
一
般
に

日
本
人
は
仕
事
だ
け
の
生
活
に
な
り
が
ち
で
、
不
満

を
持
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
自
分
の
思
う
よ
う
な
バ

ラ
ン
ス
に
す
る
た
め
の
行
動
は
お
こ
し
て
い
な
い
と

い
う
調
査
デ
ー
タ
も
出
て
い
る
。

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
を
学
ぶ
授
業
は
、

全
国
的
に
も
ま
だ
珍
し
い
取
り
組
み
と
い
え
る
。
担

当
す
る
西
村
智
経
済
学
部
准
教
授
は
「
就
職
活
動
の

際
、
企
業
を
選
ぶ
軸
の
一
つ
に
な
る
。
ま
た
、
働
い

て
か
ら
も
時
々
立
ち
止
ま
っ
て
自
ら
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
こ

の
授
業
の
意
義
を
話
す
。

講
師
は
学
外
か
ら
招
い
て
お
り
、
中
に
は
、
育
児

休
暇
を
３
回
と
っ
た
男
性
の
元
保
育
士
も
い
る
。
女

子
学
生
は
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
意
識
し
な
が
ら

就
職
を
考
え
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、男
子
学
生
も
、

男
性
の
育
児
参
加
の
話
を
聞
い
て
「
こ
ん
な
働
き
方

も
あ
る
の
か
」
と
興

味
を
示
す
よ
う
だ
。

ほ
か
に
も
、
地
域

で
活
躍
す
る
お
父
さ

ん
の
話
、
結
婚
後
も

企
業
で
働
く
関
学
の

Ｏ
Ｇ
の
講
演
が
あ

り
、
西
村
准
教
授
は

「
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
見
ら
れ

る
の
が
、
こ
の
授
業

の
ウ
リ
」
と
話
す
。

就
職
活
動
中
の
学
生

は
、
具
体
的
な
企
業

名
を
出
し
て
質
問
す

る
場
合
が
多
い
。

ほ
か
に
も
、
多
彩
な
授
業
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
な

か
に
は
、
卒
業
必
要
単
位
数
に
含
ま
れ
な
い
授
業
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

●
「
霞
ケ
関
セ
ミ
ナ
ー
」
東
京
に
行
き
、
霞
ケ
関
で

働
く
職
員
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

●
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
自
分
」
自
分
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
合
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
作
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
。
業
界
研
究
や
模
擬
面
接

な
ど
を
行
う
。

●
「
社
会
の
中
で
の
自
分
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講

義
）」学
生
に
と
っ
て
身
近
な
企
業
を
取
り
上
げ
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
変
遷
を
学
ぶ
。
例
え
ば
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
分
析
を
し
な
が
ら
、
な
ぜ
携
帯
が
生
ま
れ
た

の
か
、
携
帯
電
話
の
市
場
が
今
後
ど
う
な
る
か
、
な

ど
を
考
え
る
。

●
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
演
習
）」
４０
人
程
度
の
少
人
数
の
授
業

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
。
あ
い
さ
つ
の
仕
方

や
自
分
が
他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
の
自
己

分
析
を
す
る
。

●
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

今
年
度
か
ら
開
講
。
指
導
力
や
深
い
思
考
力
な
ど
を

養
う
。

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習

３
年
生
の
夏
季
休
暇
中
に
、
実
際
の
企
業
、
団
体
で

の
就
業
体
験
を
し
て
、
社
会
の
し
く
み
を
知
る
。

起
業
と
い
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
連
想
す
る
が
、
社
会
起
業
学
科

は
社
会
貢
献
力
を
つ
け
る
学
科
で
あ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

行
政
や
財
政
を
専
門
と
す
る
教
員
が
、

使
命
感
に
あ
ふ
れ
た
学
生
を
待
っ
て
い

る
。

「
み
ん
な
と
違
う
こ
と
を
や
り
た
か
っ

た
」
。
牧
里
毎
治
教
授
は
児
童
福
祉
施

設
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
日
を
送
っ
た
経
験

が
福
祉
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。大

学
院
で
個
人
援
助
の
福
祉
に
無
力

感
を
感
じ
て
い
た
と
き
、
現
場
の
先
輩

か
ら
「
環
境
を
変
え
る
立
場
に
な
っ
た

ら
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。
研
究
テ

ー
マ
に
選
ん
だ
の
が
社
会
福
祉
協
議
会
。

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
団
体
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
は
堅
調
な
財
政
力
を

バ
ッ
ク
に
福
祉
の
課
題
は
カ
ネ
で
解
決

で
き
た
。
し
か
し
、
低
成
長
・
財
政
難

の
今
は
、
地
域
に
今
あ
る
資
源
を
活
用

し
て
安
定
し
た
市
民
社
会
を
つ
く
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
福
祉
の
街
づ
く
り

で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
場
が
社
会
起
業

学
科
で
あ
る
。

「
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
願
う
『
志

の
偏
差
値
』
が
高
い
若
者
に
来
て
ほ
し

い
で
す
ね
」。そ
れ
が
期
待
す
る
学
生
像

で
あ
る
。

学
科
に
は
著
名
な
財
政
学
者
が
二
人

い
る
。
そ
の
一
人
、
小
西
砂
千
夫
教
授

は
「
資
本
主
義
対
社
会
主
義
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
対
決
は
過
去
形
に
な
っ
た
が
、

現
代
の
日
本
は
市
場
主
義
と
い
う
新
し

い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
場
主
義
を
絶
対
不
変
の
真

理
と
受
け
止
め
る
と
先
に
恐
ろ
し
い
挫

折
が
待
ち
受
け
て
い
る
」
と
警
告
す

る
。フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
実
態
を
つ
か

み
、
設
計
図
を
描
く
の
が
小
西
教
授
の

研
究
ス
タ
イ
ル
。「
地
域
に
残
る
独
自
の

社
会
シ
ス
テ
ム
に

は
、
残
る
だ
け
の

正
当
な
理
由
が
あ

る
」
と
言
う
。「
豊

か
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
地
域

ご
と
の
個
性
と
価
値
基
準
を
組
み
合
わ

せ
た『
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
社
会
設
計
』

が
不
可
欠
」と
言
い
切
る
小
西
教
授
は
、

人
間
福
祉
学
部
を
目
指
す
学
生
に
呼
び

か
け
る
。

「
現
代
に
生
き
る
た
め
に
不
可
欠
な

自
分
の
軸
を
培
っ
て
ほ
し
い
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
真
理
を
切
り
分
け
る
目
を
養

っ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
教
員
は
、
そ
れ

を
手
助
け
す
る
責
任
が
あ
る
」

研
究
者
に
な
り
た
い
と
い
う
武
田
丈

准
教
授
に
、
父
親
が
「
そ
れ
な
ら
ア
メ

リ
カ
へ
行
け
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
。
テ
ネ
シ
ー
大
学
へ
留
学
、
そ
こ
で

見
つ
け
た
研
究
テ
ー
マ
が
「
難
民
」
だ

っ
た
。

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
イ
ン
ド

で
識
字
教
育
に
携
わ
っ
て
帰
国
。
日
本

は
日
系
人
や
外
国
人
が
増
え
、
多
文
化

社
会
が
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
学
ん
だ
専
門
の
国
際
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
が
必
要
に
な
る
社
会
に
な
っ
て

い
た
。

「
社
会
を
よ
く
し
、
人
間
の
幸
せ
を

つ
く
る
」
が
社
会
起
業
学
科
の
使
命
。

「
富
や
権
力
は
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
最

も
し
ん
ど
い
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
に
し
た
い
」

武
田
准
教
授
は
、
日
本
に
も
異
な
る

文
化
的
背
景
を
持
つ
人
が
多
く
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
授
業
を
取
り
入
れ

る
。「
そ
の
学
び
の
中
で
問
題
解
決
策
を

企
画
し
、
実
行
す
る
力
を
つ
け
て
ほ
し

い
」川

村
暁
雄
准
教
授
の
研
究
姿
勢
は「
な

ぜ
」と
常
に
問
い
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。

滋
賀
県
で
湖
面
を
見
な
が
ら
育
っ
た
。

そ
の
琵
琶
湖
は
高
度
成
長
の
進
展
で
ア

オ
コ
が
発
生
し
、
汚
染
が
広
が
っ
て
い

た
。
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
大
学

で
は
環
境
工
学
を
選
ん
だ
。

卒
業
後
、
消
費
者
団
体
で
東
南
ア
ジ

ア
の
薬
害
調
査
に
か
か
わ
り
、
原
発
立

地
の
現
場
へ
出
か
け
た
。
市
民
の
声
が

行
政
に
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、

大
学
院
法
学
研
究
科
の
修
士
課
程
で
民

主
主
義
を
学
ん
だ
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
再
び
働
き
始
め
、
ア

ジ
ア
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
う
ち
に

人
々
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
い
社
会
構

造
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
今
度
は
国

際
協
力
研
究
科
の
博
士
課
程
で
国
境
を

越
え
た
民
主
主
義
の
枠
組
み
づ
く
り
を

取
り
上
げ
た
。

環
境
か
ら
国
際
関
係
ま
で
を
学
び
、

人
々
が
主
体
に
な
れ
る
幸
せ
な
社
会
を

追
い
求
め
て
い
る
。「
未
来
の
主
人
公
に

な
る
た
め
に
、
今
の
現
実
と
向
き
合
お

う
」。
学
生
に
呼
び
か
け
る
。

※
本
内
容
は
広
報
室
が
企
画
し
た

「
次
代
の
チ
カ
ラ
」
と
題
し
た
シ

リ
ー
ズ
広
告
（
日
本
経
済
新
聞
・

朝
日
新
聞
）
の
記
事
を
一
部
転
載

し
た
も
の
で
す
。

関
西
学
院
大
学
は
１１
月
２２
日
に
、
関

西
学
院
会
館
で
独
立
行
政
法
人
日
本
学

生
支
援
機
構
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
今
後
の
高
等
教
育
に
お
け
る
障
が

い
学
生
支
援
を
考
え
る
」を
開
催
し
た
。

約
５０
大
学
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
障
害

学
生
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考

え
た
�
写
真
。

聴
覚
障
害
や
発
達
障
害
な
ど
、
多
様

な
障
が
い
を
抱
え
る
学
生
と
か
か
わ
っ

て
き
た
大
学
の
教
員
ら
が
事
例
を
発
表
。

関
学
か
ら
は
高
畑
由
起
夫
総
合
政
策
学

部
教
授
が
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
や
教
材
の

点
訳
な
ど
の
取
り
組
み
と
支
援
体
制
を

紹
介
し
「
現
場
の
声
を
大
切
に
し
た
支

援
が
必
要
」
と
呼
び
掛
け
た
。
関
学
は

０６
年
に
キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
課
を
設

置
、
今
年
度
か
ら
は
日
本
学
生
支
援
機

構
が
展
開
し
て
い
る
「
障
害
学
生
修

学
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
拠
点
校

に
も
な
っ
て
い
る
。

■
教
職
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

卒
業
・
修
了
見
込
者
の
免
許
状
は
、

大
学
を
通
し
て
兵
庫
県
教
育
委
員
会
に

一
括
申
請
す
る
の
で
、
下
記
要
領
に
従

っ
て
手
続
き
を
完
了
す
る
こ
と
。
科
目

等
履
修
生
は
個
人
申
請
と
な
る
た
め
、

手
続
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
居
住
地
の

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
各
自
で
問
い

合
わ
せ
る
こ
と
。

●
０７
年
度
「
中
学
一
種
・
高
校
一
種
」

教
育
職
員
免
許
状
一
括
申
請
手
続

▽

対
象
者
�
今
年
４
月
に
「
一
括
申
請
依

頼
書
」
を
提
出
し
た
０８
年
３
月
卒
業
見

込
者
▽
期
間
�
０８
年
１
月
８
日
〜
１５
日

１６
時
５０
分

●
０７
年
度
「
中
学
専
修
・
高
校
専
修
」

教
育
職
員
免
許
状
一
括
申
請
手
続

▽

対
象
者
�
今
年
４
月
に
「
一
括
申
請
依

頼
書
」
を
提
出
し
た
０８
年
３
月
前
期
課

程
修
了
見
込
者
▽
期
間
�
０８
年
１
月
８

日
〜
１５
日
１６
時
５０
分

●
「
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
修
了

証
書
」
申
請
手
続

▽
対
象
者
�
０８
年

３
月
卒
業
見
込
者
で
資
格
取
得
見
込
者

▽
期
間
�
０８
年
１
月
８
日
〜
１５
日
１６
時

５０
分

●
０８
年
度
「
介
護
等
体
験
」
前
期
申
込

手
続

中
学
校
教
諭
第
一
種
普
通
免
許

状
取
得
希
望
者
を
対
象
と
し
た
０８
年
度

「
介
護
等
体
験
」
前
期
申
込
手
続
を
次

の
通
り
受
け
付
け
る
。
対
象
者
は
、
１１

月
の
説
明
会
で
配
付
さ
れ
た
申
込
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
間
内
に

手
続
を
完
了
す
る
こ
と
。
▽
対
象
者
�

０６
年
度
以
前
入
学
生
、
科
目
等
履
修
生

�
上
ケ
原
�
▽
期
間
�
１２
月
３
日
〜
７

日
１６
時
５０
分
▽
場
所
�
教
職
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
事
務
室
�
Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
▽
期
間

�
１１
月
３０
日
〜
１２
月
６
日
１６
時
５０
分
▽

場
所
�
教
職
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
学
生

相
談
室
（
土
曜
日
は
閉
室
）

●
「
教
育
実
習
ノ
ー
ト
」
の
返
却
に
つ

い
て

▽
対
象
者
�
０７
年
度
の
教
育
実

習
終
了
後
、「
教
育
実
習
ノ
ー
ト
」
を
提

出
し
た
者
▽
期
間
�
０８
年
１
月
１６
日
〜

２９
日
�
上
ケ
原
�
▽
対
象
者
�
神
・

文
・
社
・
法
・
経
・
商
の
学
部
生
▽

場
所
�
教
職
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
事

務
室
�
Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
▽
対
象
者
�
理
・

総
の
学
部
部
生
▽
場
所
�
教
職
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
学
生
相
談
室
（
土
曜

日
は
閉
室
）

※
い
ず
れ
も
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
１２
月
上
旬
に
掲
示
板
で
確

認
す
る
こ
と
。
時
間
厳
守

■
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

●
志
望
動
機
作
成
セ
ミ
ナ
ー
�
上
ケ

原
�
１２
月
１０
日
〜
１４
日
１２
時
５０
分
〜

１３
時
２０
分
Ｂ
号
館
１
０
１
号
教
室
�

Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
１２
月
１１
日
、
１３
日
１２
時
５０

分
〜
１３
時
２０
分
�
号
館
１
０
２
号
教

室

事
前
申
込
不
要

■
学
生
課

●
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
第
１６
回
高
槻
コ
ン
サ
ー
ト
１２
月
８

日
１４
時
半
〜
高
槻
現
代
劇
場
中
ホ
ー

ル
、
千
円

▽
第
７６
回
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

リ
サ
イ
タ
ル
２
月
２３
日
１５
時
半
〜
兵

庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
、
有
料

●
軽
音
楽
部

▽
学
外
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

１２
月
８
日
１６
時
半
〜
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
、
７
百
円

●
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド

▽
第
４６
回
定
期
演
奏
会
１２
月
８
日
１８

時
〜
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ア

ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
無
料

●
絵
画
部

▽
第
８５
回
弦
月
会
展

１２
月
５
〜
９

日
１０
時
〜
１８
時

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
最
終
日
は
１６
時
半
ま
で
）

●
応
援
団
総
部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

▽T
H
E
2
1
s
t.
K
.G
.W
in
te
r

F
e
s
ta

１２
月
２２
日
１８
時
半
〜
西
宮

市
民
会
館
ア
ミ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
、
６

百
円

●
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー

▽
第
４４
回
定
期
演
奏
会
１２
月
２２
日
１７

時
半
〜
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
無
料

ライフデザイン科目群（２００７年度）
単位数

２
２

※１
２

２

２

※各１
２

※１
※は卒業必要単位数に認めらない

実施期間
秋学期
秋学期
集中講義
春学期

春学期

秋学期

集中講義
集中講義
集中講義

対象学年

１

２

３

授業名
ライフデザインと仕事
ワーク＆ライフバランス
霞ケ関セミナー
キャリアデザインと自分
社会の中での自分
（インターンシップ講義）
ソーシャルスキルとチームワーク
（インターンシップ演習）
キャリアゼミＡ・Ｂ
インターンシップ実習
キャリアゼミＣ

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目
群

障
が
い
学
生
支
援
を

考
え
る
シ
ン
ポ
開
催

働くこと・生き方を考える

授業特集

武田 丈
准教授

社
会
起
業
学
科

「
社
会
を
よ
く
し
、
人
間
の
幸
せ
を
つ
く
る
」
が
社
会
起
業
学
科
の
使
命
。

�

（就任予定教員紹介）

人間福祉学部開設に向けて

社
会
の
問
題
解
決
に

斬
新
な
発
想
で
挑
む

牧里 毎治
教 授

第212号 62007年12月5日
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でんきを消して
スローな夜を
今月５、６、７日
上ケ原で１８～１９時

ママチャリで１万８０００�豪大陸横断
「人に興味を持たれる

ことをしたかった」と話
すのは、オーストラリア
大陸をママチャリで一周
した佐藤史典さん（理
４）。今年１月からワーキ
ングホリデーを利用して
９カ月間自転車をこぎ続
けた。その距離は１万８０００
��。日本列島約３往復
分に相当する。
ブリスベーンから出発。
シドニー、メルボルン、
パースと東海岸から西海

岸に向かう。「ナラボー平原からパースまでの道のりで約１
カ月間雨に降られた。精神的に落ち込んだが、現地の人々
との出会いが支えだった」。その後、エクスマウス、ダーウ
ィンと北上しケアンズを経てブリスベーンに戻った。
困難な道をママチャリで走る姿はオーストラリアでも有

名に。「珍しがられ、出会いが広がった」。当初は苦手だっ
た英語も必要に迫られ、今では支障なく話す。とにかく好
奇心を満たしたかったというが、「走り終わって、あるがま
まの自分を出せるようになった」と振り返る。今後は知的
財産について学び、ビジネスでも人が考えつかないような
ことに挑戦したいという。

世界初の発見で受賞
ひょうご女性未来・縹（はな

だ）賞を受賞した佐藤春実さん
（理工学部博士研究員）は、資
源枯渇や環境問題で注目される
「土に戻るプラスチック」の研
究に携わっている。
微生物から生合成された生分

解性ポリマーの結晶構造や熱挙
動を赤外分光法とＸ線回折法を
用いて研究。ポリマー結晶構造
中にＣ―Ｈ…Ｏ水素結合が存在
することを世界で初めて発見し、
「佐藤モデル」と呼ばれるモデ

ルを提案した。
市民講座や高校への出張講義などで具体的な生分解性ポ

リマーの活用例を話したり、技術セミナーで講演したり。
産学連携にも積極的に取り組み、環境問題への啓発活動も
行ってきた。
これらの研究・啓発活動が２１世紀を担う女性として評価
され、縹賞を受賞した。１１月の授賞式では「これからも生
分解性プラスチックの研究を続け、社会に貢献していきた
い」と喜びを語った。

「神戸ビエンナーレ」で映像撮影
１０月６日から１１月２５日まで、神戸
市のメリケンパークで開催された「神
戸ビエンナーレ２００７」は、国内外の
現代アーティストの作品を展示する
屋外の展覧会。岡本康さん（総３）
は、映像スタッフとして、主に会場
内で流すプロモーション映像の撮影
やインタビューを担当した。「本格的
な撮影の経験はなかったが、何かお
もしろいことをしたい」と参加した。

夏にプロから撮影や編集の研修を受け、撮影を開始。合
間に撮影したオリジナル映像も会場で流すことができた。
期間中は作品を展示するコンテナに、同じ関学生のスタッ
フと寝袋を持ち込んで寝泊りしていた。夜半、プロのアー
ティストが訪れ、話し込むことも。「２４時間芸大に通ってい
るようで、刺激的な毎日。いろいろな分野の先生たちから
多くのことを吸収させてもらった。今後もオリジナル作品
を撮り続けていきたい」と話す。

司
法
書
士
の
試
験
に
合
格
し

た
松
田
朋
子
さ
ん（
法
４
）。
合

格
率
約
３
％
と
い
う
難
関
を
突

破
し
た
。「
在
学
中
の
合
格
を
目

指
し
て
い
た
の
で
ほ
っ
と
し
た
」

と
話
す
。

将
来
、
一
生
続
け
ら
れ
る
仕

事
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
い
た

松
田
さ
ん
は
、
大
学
２
年
の
終

わ
り
ご
ろ
、
司
法
書
士
の
こ
と

を
知
り
、
興
味
を
持
っ
た
と
い

う
。「
司
法
書
士
の
資
格
が
あ
れ

ば
、
出
産
・
育
児
な
ど
を
経
て

自
分
で
調
整
し
な
が
ら
仕
事
を

続
け
る
こ
と
も
で
き
る
」
の
が

魅
力
だ
っ
た
。
ま
た
、
登
記
だ

け
で
な
く
裁
判
や
法
律
相
談
な

ど
幅
広
い
業
務
に
か
か
わ
れ
る

こ
と
も
知
っ
た
。

大
学
３
年
か
ら
週
３
回
専
門

学
校
に
通
い
、
授
業
の
合
間
に

は
図
書
館
で
勉
強
し
た
。「
途
中

で
投
げ
出
し
て
後
悔
は
し
た
く

な
か
っ
た
」
と
松
田
さ
ん
。

合
格
発
表
で
自
分
の
番
号
を

見
つ
け
た
時
は
思
わ
ず
泣
い
た
。

今
後
は
「
裁
判
や
後
見
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
業
務
を
経
験
し
、
自

分
の
興
味
を
み
つ
け
、
地
域
に

密
着
し
た
法
律
家
に
な
り
た
い
」

と
夢
を
広
げ
る
。

難
関
の
司
法
書
士
試
験
に
現
役
合
格
し
た
松
田
さ
ん

関
西
学
院
高
等
部
映
画
部
の

中
川
裕
太
君
、
筒
井
隆
造
君
ら

１２
人
が
制
作
し
た
映
画「T

im
e

S
ic
k

」
が
映
画
甲
子
園
の
第

一
次
審
査
に
通
過
し
、１１
月
１７
、

２３
日
に
東
京
・
有
楽
町
イ
マ
ジ

ン
ス
タ
ジ
オ
と
千
代
田
区
ア
キ

バ
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
で
一
般
公
開

さ
れ
た
。
映
画
甲
子
園
は
高
校

生
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
、

滝
田
洋
二
郎
映
画
監
督
な
ど
映

画
関
係
者
が
審
査
に
あ
た
る
。

「T
im
e
S
ic
k

」
は
主
人

公
の
高
校
生
ら
が
子
ど
も
の
こ

ろ
に
比
べ
、
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
彼
ら
は
子
ど
も
の
こ
ろ

の
感
覚
を
取
り
戻
す
た
め
動
物

園
に
向
か
う
の
だ
が
、
そ
の
旅

路
で
不
思
議
な
出
来
事
が
起
こ

る
…
…
。「
ゾ
ウ
の
時
間

ネ
ズ

ミ
の
時
間
」
の
理
論
を
巧
み
に

利
用
し
た
作
品
。

脚
本
、
制
作
、
音
楽
、
出
演

す
べ
て
を
生
徒
が
担
当
。
表
具

明
宏
君
は
「
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。
次
は

ア
メ
リ
カ
で
発
表
で
き
る
よ
う

な
作
品
も
作
り
た
い
」
と
夢
を

語
っ
た
。

関
西
学
院
大
と
関
西
大
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
部
の
定
期
戦
「
関
関
戦
」
が
１２
月
８
日
、

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
催
さ
れ
る
。
森
西
勇
太
さ
ん
（
経
４
）

が
こ
の
試
合
に
か
け
る
意
気
込
み
は
格
別
だ
。

森
西
さ
ん
は
、
大
阪
府
立
住
吉
高
校
に
入

学
後
し
ば
ら
く
し
て
カ
ナ
ダ
へ
１
年
間
留
学
。

本
場
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
観
戦
し
、
そ
の

迫
力
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
帰
国
し
た
ら
す

ぐ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
入
部
し
よ
う
と
意

欲
に
燃
え
て
い
た
が
、
帰
国
し
て
み
る
と
部

は
活
動
を
停
止
し
て
お
り
、
断
念
す
る
し
か

な
か
っ
た
。

高
校
３
年
生
の
冬
に
関
学
と
関
大
の
定
期

戦
を
観
戦
、
く
す
ぶ
っ
て
い
た
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
へ
の
思
い
に
再
び
火
が
つ
い
た
。
関
学

入
学
後
す
ぐ
に
門
を
叩
き
、
ス
ケ
ー
ト
の
基

礎
か
ら
練
習
を
始
め
た
。
４
年
間
努
力
を
重

ね
、
現
在
は
主
務
と
し
て
部
の
運
営
や
試
合

の
広
報
に
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

「
学
生
最
後
の
関
関
戦
。
今
季
の
リ
ー
グ

戦
で
負
け
た
借
り
を
返
し
て
、
み
ん
な
で
感

動
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
森
西
さ
ん
。
リ

ン
ク
不
足
や
ス
ケ
ー
ト
界
の
諸
事
情
に
よ
り
、

氷
上
練
習
は
い
つ
も
深
夜
に
な
る
。
そ
ん
な

苛
酷
な
状
況
に
も
「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
現
状

を
少
し
で
も
変
え
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語

る
。
関
関
戦
の
詳
細
は
同
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp���k

gih
.fc2w

eb.com
�

）
を

参
照
。

阪
神
大
震
災
の
想
い

つ
な
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

「
阪
神
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
つ
な
ぐ

想
い
―

１
・
１７
―（
全
５
回
・
読

売
新
聞
主
催
）」の
第
２
回
が
阪

急
西
宮
北
口
駅
前
の
ア
ク
タ
広

場
で
開
か
れ
た
。
関
西
学
院
ゴ

ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
の
メ
ン
バ
ー

約
３０
人
が
「
オ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー

・
デ
イ
」
な
ど
を
披
露
し
、
被

災
や
復
興
に
か
か
わ
っ
た
人
た

ち
へ
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
。
会
場
で
は
た
く
さ
ん
の

人
々
が
足
を
止
め
、
ゴ
ス
ペ
ル

演
奏
に
聞
き
入
っ
た
�
写
真
。

「
で
ん
き
を
消
し
て
、
ス
ロ

ー
な
夜
を
」
を
テ
ー
マ
に
商
学

部
の
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
委
員
会

が
、
１２
月
５
、
６
、
７
日
１８
〜

１９
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ロ

ウ
ソ
ク
を
灯
し
て
「
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催
す
る
。

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

商
学
部
前
広
場
か
ら
中
央
芝
生

の
東
端
ま
で
の
通
路
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル

を
３
０
０
個
設
置
。
エ
コ
に
つ

い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で

他
人
や
自
分
自
身
と
じ
っ
く
り

向
き
あ
っ
て
も
ら
う
ね
ら
い
も

あ
る
。

１８
時
２０
分
か
ら
は
、
ア
カ
ペ

ラ
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
を
演
出
す
る
。
雨

天
中
止
。

兵
庫
県
を
全
国
に
売
り
出
す

企
画
を
県
内
の
大
学
生
に
募
っ

た
「
２
０
０
７
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ
」（
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神

戸
主
催
）
で
、
関
学
生
の
グ
ル

ー
プ
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
伊
賀
上
輝
さ
ん（
商

１
）、
岸
上
真
さ
ん
（
商
１
）、

榎
本
直
弥
さ
ん（
商
１
）、
西
岡

沙
保
さ
ん（
商
１
）ら
木
本
圭
一

商
学
部
准
教
授
の
商
学
演
習
の

仲
間
た
ち
。「
神
戸
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
卵
が
神
戸
服
飾
業
界
を
創

る
」と
題
し
た
企
画
で
応
募
し
、

１
次
審
査
（
書
類
選
考
）
を
通

過
。
１０
月
２７
日
に
甲
南
大
学
で

開
か
れ
た
最
終
選
考
（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
進
ん
だ
。

惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃
し

た
が
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
注
目
し
た
４
人
の
発
想
は
高

い
評
価
を
受
け
た
。

コ
ク
ヨ
に
入
社
し
ま
し
た
が
、

実
は
文
房
具
に
は
全
く
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
志
望
動

機
も
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
を
知

っ
て
い
た
か
ら
な
ん
と
な
く
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
だ
け
で
す
。
実

際
は
私
の
よ
う
に
特
に
理
由
も

な
く
３
年
生
の
冬
に
な
っ
た
の

で
就
職
活
動
を
し
て
い
る
人
も

多
い
は
ず
。
そ
ん
な
人
に
ぜ
ひ

こ
の
体
験
記
を
読
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
３
年
生
の
冬
か
ら
、
会

社
説
明
会
に
は
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
た
。
始
め
か
ら
「
私
は

ア
パ
レ
ル
業
界
向
き
」と
か「
食

品
メ
ー
カ
ー
が
い
い
」
と
言
う

人
も
い
ま
す
が
、こ
の
時
期
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
社
を
見

た
方
が
い
い
で
す
よ
。
可
能
性

を
自
分
で
狭
く
し
て
し
ま
う
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
。実

際
に
た
く
さ
ん
の
会
社
を

見
て
い
る
と
、
何
と
な
く
自
分

に
合
う
会
社
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
れ
は
仕
事
の
内
容
で
あ

っ
た
り
、
社
風
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。
私
の
場
合
は
社
風
で
し

た
。
コ
ク
ヨ
の
人
は
い
い
人
ば

か
り
で
、
文
房
具
に
は
興
味
が

な
い
け
れ
ど
も
、
こ
ん
な
人
が

た
く
さ
ん
い
る
会
社
で
働
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

入
社
し
て
み
る
と
、
コ
ク
ヨ

に
は
文
房
具
の
他
に
も
店
舗
デ

ザ
イ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
家
具
、
オ

フ
ィ
ス
デ
ザ
イ
ン
、
人
材
派
遣

な
ど
、
こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な

い
く
ら
い
の
仕
事
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
今
は

新
規
事
業
で
あ
る
防
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
自
分
が
社
会
に
出
て「
防

災
を
語
る
」
な
ん
て
想
像
も
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。け
れ
ど
も
、

神
戸
で
経
験
し
た
震
災
を
東
京

の
人
に
伝
え
る
と
い
う
こ
の
仕

事
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま

す
。ど

ん
な
仕
事
が
合
う
か
を
、

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
す

の
は
や
は
り
無
理
で
す
。
自
分

で
や
っ
て
み
て
は
じ
め
て
わ
か

る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
合
う
仕
事
探
し
を
す
る

第
一
歩
だ
と
思
っ
て
肩
の
力
を

抜
い
て
就
職
活
動
し
て
み
て
下

さ
い
。

「地域に密着した法律家に」

東京で一般公開

映映
画画
甲甲
子子
園園
１１
次次
審審
査査
パパ
スス

�難関�司法書士試験に合格

高
等
部
映
画
部
１２
人
が
制
作

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

関
学
グ
ル
ー
プ
に
奨
励
賞

法
４
・
松
田
朋
子
さ
ん

コクヨ 事業戦略部 防災ソリューションＰＪ

酒井 希望（２００６年法学部卒）

たくさんの会社を実際に回って見て

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

最
後
の
関
関
戦

森
西
さ
ん（
経
４
）意
気
込
む
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柔
道
学
生
体
重
別

関
西
学
院
で
は
、
今
年
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
音
楽
礼
拝
な
ど
多
彩
な
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
を
開
催

す
る
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
は
、

３
日
か
ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
に
変
身
、
２５
日
ま
で
電
飾
を
点
灯
す
る
�
写
真
は
昨
年
。

５
日
以
降
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
。
特
記
の
な
い
も
の
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
宗
教
セ
ン
タ
ー
（
０
７
９
８
・
５
４
・
６
０
１
８
）
へ
。

「
月
の
よ
う
に
と
こ
し
え
に
立
つ
」

（
詩
編
８９
篇
３７
節
）

月
が
煌
々
と
天
空
に
輝
く
冬
の
季
節
に
な
っ
た
。
ま
ろ
や
か
で
親
し
み
や
す
い
春
の
お
ぼ
ろ

月
と
は
違
っ
て
、
冬
の
月
は
一
切
を
拒
む
よ
う
な
凛
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
冬
の

月
に
見
入
っ
て
し
ま
う
の
は
、
そ
こ
に
圧
倒
的
な
存
在
感
、
確
か
さ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。
ダ
ビ
デ
の
王
座
は
「
雲
の
彼
方
の
確
か
な
証
し
で
あ
る
月
の
よ
う
に
と
こ
し

え
に
立
つ
」。
そ
ん
な
月
の
気
高
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
旧
約
聖
書
の
詩
編
作
者
も
、
神
の
契
約
の
確

か
な
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
し
て
月
を
選
ん
だ
。

一
年
の
な
か
で
最
も
冴
え
渡
り
、
地
上
を
照
ら
す
冬
の
新
月
は
格
別
に
美
し
い
。「
寒
月
や
思

惟
（
し
い
）の
仏
の
指
の
先
」（
水
上
博
子
）は
、
冬
の
三
日
月
を
観
て
い
る
と
、

そ
の
月
の
形
が
（
た
と
え
ば
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
に
あ
る
よ
う
な
）
仏
の
指
先

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
新
月
の
神
秘
的
な
気
配
を
よ
く
と

ら
え
て
い
る
が
、
関
西
学
院
の
シ
ン
ボ
ル
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
こ
の
新
月
。
冬

の
天
高
く
に
座
し
て
静
か
に
見
下
ろ
す
月
は
、
た
だ
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
だ
け

で
、
創
造
主
の
神
秘
と
力
を
詠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
法
学
部
教
授
・
宗
教
主
事

栗
林
輝
夫
）

●
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ

・
ク
リ
ス
マ
ス
」

６
日
１６
時

５０
分
、
上
ケ
原
・
ラ
ン
バ
ス
記

念
礼
拝
堂●

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ

ル

８
日
１７
時
〜
２３
時
、

啓
明
寮
、
清
風
寮
、
聖
和
大
学

女
子
寮
、神
戸
女
学
院
女
子
寮
、

中
央
芝
生●

大
学
合
同
ク
リ
ス
マ

ス
チ
ャ
ペ
ル

１０
日
１０

時
２０
分
、上
ケ
原
・
中
央
講
堂
、

Ｋ
Ｓ
Ｃ
・
理
工
学
部
チ
ャ
ペ
ル

●
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

１０
日
１８
時
４０
分
、
上

ケ
原
・
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

●
関
西
学
院
聖
歌
隊
キ

ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー

ビ
ス

１１
日
１８
時
、
上
ケ
原
・

ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

●
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ

ス

ク
リ
ス
マ
ス
の
調

べ

１２
日
１７
時
、
大
阪
梅
田
・

ア
プ
ロ
ー
ズ
タ
ワ
ー
１
階
、
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る

演
奏
。１８
時
、大
阪
梅
田
１
４
０

５
教
室
、
グ
ル
ー
ベ
ル
院
長
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

●
関
西
学
院
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
―
音
楽
で
祝
う

降
誕

１３
日
１８
時
３０
分
、
Ｋ
Ｓ

Ｃ
・
�
号
館
２
０
１
号
教
室

●
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト

１３
日
１８
時
３０
分
、
上
ケ

原
・
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

●
関
西
学
院
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
―
音
楽
で
祝
う

降
誕

１４
日
１７
時
、
上
ケ
原
・

中
央
講
堂
〜
中
央
芝
生

●
ラ
ン
バ
ス
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ａ

１５
日
１３
時
３０
分
、

Ｋ
Ｓ
Ｃ
・
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝

堂
。平
井
誠
・
稲
富
友
有
子（
バ

イ
オ
リ
ン
）、
瀬
尾
千
絵（
オ
ル

ガ
ン
）

●
高
等
部
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝

１８
日
９
時
、
高

中
礼
拝
堂●

「
メ
サ
イ
ア
」
コ
ン

サ
ー
ト
関
西
学
院
聖
歌

隊

１８
日
１８
時
、
上
ケ
原
・
ラ

ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

●
中
学
部
ク

リ
ス
マ
ス
燭

火
賛
美
礼
拝

１９
日

１６
時
２０
分
、
高
中
部

礼
拝
堂

●
関
西
学
院
ク
リ
ス
マ

ス
ａ
ｔ
ザ
・
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

２０
日
１８
時
３０

分
、
大
阪
市
北
区
・
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
。
２
千
円
。

大
学
生
協
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で

発
売
中
。

軟
式
（
準
硬
式
）
野
球
部
が

１１
月
に
行
わ
れ
た
秋
の
関
西
一

を
決
め
る
「
秋
季
関
西
地
区
大

学
準
硬
式
野
球
大
会
」
の
決
勝

で
、
兵
庫
教
育
大
に
６
―
０
で

勝
利
し
優
勝
し
た
。
春
の
同
大

会
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
春
秋

連
覇
と
な
っ
た
。
大
会
は
、
関

西
８
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
グ

で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
関
西
一

を
決
め
る
。

春
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
た
４
年
生
は
夏

に
引
退
。
今
大
会
は
、
新
チ
ー

ム
と
し
て
臨
ん
だ
初
の
大
会
だ

っ
た
。
主
将
の
杉
原
俊
彦
さ
ん

（
経
３
）
は
「
一
試
合
ご
と
に

チ
ー
ム
が
成
長
し
て
い
っ
た
結

果
だ
と
思
う
」と
話
し
て
い
る
。

総
合
政
策
学
部
の
授
業
「
メ
デ
ィ
ア

の
実
践
」（
山
中
速
人
教
授
）
の
受
講
生

４０
人
が
、
１２
月
１０
日
か
ら
の
６
日
間
、

神
戸
長
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ「
Ｆ

Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
」
の
協
力
を
得
て
同
局
及

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
３０
分
の
ラ
ジ
オ

番
組
「
ボ
イ
ス
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
キ
ャ
ン
パ
ス

ｉ
ｎ
神
戸
�
」
を
放
送
す
る
。

今
年
で
２
回
目
。
授
業
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
お
り
今
年
の
４
月
か
ら
制
作

し
て
い
る
。
番
組
の
企
画
や
制
作
、
ス

ポ
ン
サ
ー
探
し
ま
で
す
べ
て
学
生
が
担

当
し
て
い
る
。
学
生
な
ら
で
は
の
目
線

で
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を
取
り
上

げ
、
地
域
貢
献
活
動
の
あ
り
か
た
を
考

え
る
も
の
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
取
り
上
げ
た
も
の
な
ど
、
番

組
内
容
も
多
彩
。
田
中
宏
樹
さ
ん
（
総

２
）
は
「
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
作

り
上
げ
る
の
は
楽
し
い
し
、
普
段
は
会

う
こ
と
の
な
い
人
と
も
番
組
制
作
を
通

し
て
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
自
分

た
ち
だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ナ
ー
に
と
っ

て
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
番
組
に
な
る

よ
う
頑
張
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
番
組

詳
細
はh

ttp���w
w
w
.asah

i�

n
et.or.jp�

�cr1h�
ym
n
k�v

oice�
f�
cam
pus�

07.h
tm
l

を
参
照
。

【
番
組
概
要
】
■
１２
月
１０
日

２１
時

〜
２１
時
３０
分
「
地
域
密
着
チ
ー
ム
を
目

指
し
て
〜
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
地
域
密

着
活
動
を
考
え
る
〜
」
■
１２
月
１１
日

２１
時
〜
２１
時
３０
分
「
青
空
の
下
で
〜
た

ま
に
は
芝
生
で
ご
は
ん
を
〜
」
■
１２
月

１２
日

２１
時
〜
２１
時
３０
分
「
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
〜
時
間
を
こ
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
」
■
１２
月
１３
日

２１
時
〜
２１
時
３０
分

「
５
文
字
の
花
束
〜
あ
り
が
と
う
を
あ

な
た
に
〜
」
■
１２
月
１４
日

２２
時
〜
２２

時
３０
分
「
過
去
へ
の
手
紙
〜
震
災
・
あ

の
と
き
言
え
な
か
っ
た
あ
り
が
と
う
〜
」

■
１２
月
１５
日

２１
時
〜
２１
時
３０
分
「
復

興
の
足
音
〜
震
災
か
ら
の
復
興
を
長
田

か
ら
考
え
る
」

ヨ
ッ
ト
部
は
、
１０
月
３１
日
〜

１１
月
４
日
に
、
琵
琶
湖
で
行
わ

れ
た
「
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選

手
権
大
会
」
に
出
場
し
、
４
７

０
級
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
４

７
０
級
の
優
勝
は
、
創
部
７０
年

目
に
し
て
初
め
て
。
ま
た
、
総

合
で
も
６
位
に
入
賞
し
た
。

大
学
対
抗
テ
ニ
ス

男
女
と
も
３
位
に

庭
球
部
は
、
１１
月
１
〜
４
日

に
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
大
学

対
抗
テ
ニ
ス
王
座
決
定
試
合
」

に
男
子
、女
子
が
揃
っ
て
出
場
。

男
女
と
も
に
３
位
に
輝
い
た
。

男
子
は
３
位
決
定
戦
で
近
畿

大
と
対
戦
し
、６
―
３
で
勝
利
。

女
子
は
、
王
座
決
定
試
合
に
創

部
５０
年
目
で
初
め
て
出
場
。
筑

波
大
と
の
対
戦
に
３
―
２
で
勝

利
し
た
。

３４
年
ぶ
り
ベ
ス
ト
１６

柔
道
部
は
１１
月
３
・
４
日
、

「
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団

体
優
勝
大
会
」
に
出
場
。
３
回

戦
で
は
、
日
体
大
に
０
―
６
で

敗
戦
し
た
が
、
柔
道
部
が
２
回

戦
を
突
破
し
ベ
ス
ト
１６
に
な
っ

た
の
は
、
３４
年
ぶ
り
。

■
庭
球
部

▽
全
日
本
大
学
対
抗
テ
ニ
ス
王

座
決
定
試
合
【
男
子
】
３
位
【
女

子
】
３
位

■
硬
式
野
球
部

▽
関
西
学
生
野
球
六
大
学
秋
季

リ
ー
グ
戦
・
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
荻

野
貴
司
（
法
４
）

■
サ
ッ
カ
ー
部

▽
関
西
学
生
リ
ー
グ

４
位

■
陸
上
競
技
部

▽
日
本
選
手
権
リ
レ
ー
競
技
大

会
【
男
４
×
４
０
０
�
Ｒ
】
準

優
勝

岩
井
浩
紀
（
社
３
）
・

松
井
隆
朗
（
経
３
）
・
山
口
貴

裕
（
商
２
）
・
越
智
啓
介
（
法

４
）
組

■
ス
ケ
ー
ト
部

▽
日
本
学
生
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

大
会
【
男
子
５
０
０
�
】
２
位

北
原
良
祐
（
商
１
）

▽
関
西
学
生
氷
上
選
手
権
大
会

女
子
団
体
優
勝

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
▽
関
西
六

大
学
秋
季
リ
ー
グ
戦
【
男
子
・

女
子
】
優
勝

■
ヨ
ッ
ト
部

▽
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権

大
会
【
４
７
０
級
】
団
体
優
勝

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▽
関
西
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
【
男
子
】
２
位

■
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部▽
関
西
学
生
リ
ー
グ

優
勝

■
軟
式
野
球
部

▽
秋
季
関
西
地
区
大
学
準
硬
式

野
球
大
会

優
勝

■
剣
道
部

▽
関
西
学
生
剣
道
新
人
大
会【
男

子
団
体
】
優
勝

■
自
動
車
部

▽
全
日
本
学
生
自
動
車
運
転
競

技
選
手
権
大
会
【
男
子
】
団
体

３
位
【
小
型
乗
用
Ｂ
の
部
】
１

位
藤
永
努
（
商
４
）

■
重
量
挙
部

▽
全
日
本
大
学
対
抗
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会（
�

部
）【
７７
�
級
】
３
位
石
田
禎
人

（
商
３
）

■
射
撃
部
▽
全
関
西
学
生
ラ
イ

フ
ル
射
撃
新
人
戦
優
勝
・
棚
田

美
香
（
法
２
）

■
合
気
道
部

▽
全
日
本
学
生
合
気
道
競
技
大

会
【
乱
取
競
技
】
女
子
団
体
・

優
勝
、
男
子
個
人
・
準
優
勝

是
永
大
和（
商
３
）【
演
武
競
技
】

女
子
対
徒
手
部
門
３
位

千
原

小
葉
子
（
商
３
）
・
岩
崎
あ
ゆ

み
（
経
３
）
組

■
ラ
ク
ロ
ス
部

▽
関
西
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦【
男

子
】
１
位

■
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル【
大

学
部
門
Ｂ
】
銅
賞

西
宮
市
門
戸
西
町
の
信
友

ツ
ヤ
子
さ
ん
（
８２
）
が
「
親

切
な
女
子
学
生
を
探
し
て
下

さ
い
」
と
広
報
室
に
協
力
を

求
め
て
き
た
。

信
友
さ
ん
は
７
月
１２
日
午

前
１０
時
半
ご
ろ
、
関
学
か
ら

門
戸
厄
神
に
下
り
て
い
く
上

甲
東
園
５
丁
目
の
狭
い
坂
道

で
転
倒
、
足
の
骨
を
折
っ
て

動
け
な
く
な
っ
た
。
助
け
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
へ
自
転

車
で
通
り
が
か
っ
た
女
子
学

生
に
救
助
さ
れ
、
救
急
車
を

呼
ん
で
も
ら
っ
た
。
左
大
腿

骨
を
骨
折
し
て
手
術
を
受
け

た
が
、今
は
回
復
し
て
い
る
。

信
友
さ
ん
は
「
名
前
を
聞

い
た
が
思
い
出
せ
な
い
。
関

学
の
学
生
さ
ん
と
聞
い
た
の

で
、
直
接
会
っ
て
お
礼
が
言

い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

心
当
た
り
の
あ
る
学
生
は
、

広
報
室
（
０
７
９
８
・
５
４

・
６
０
１
７
）ま
で
連
絡
を
。

昨昨年年のの収収録録のの様様子子

休
館
日

祝
日
（
１２
／
２３
）
、
振
替
休
日
（
１２
／
２４
）
、
降
誕
祭
（
１２
／
２５
）
、
年
末
年
始
（
１２

／
２８
〜
１
／
４
）、
祝
日
（
１
／
１４
）、
第
４
日
曜
日
（
１
／
２７
）

カ
ウ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更

１２
月
２６
・
２７
日
、
１
月
５
日
は
、
１
階
貸
出
・
返
却

カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

２００７年１２月～２００８年１月の大学図書館開館日程
○西宮上ケ原キャンパス大学図書館

１月２８日～３１日
８：５０～１８：００
８：５０～１８：００

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１８：００

閉
９：３０～１６：５０
９：３０～１２：２０

閉
８：５０～１６：５０
８：５０～１２：２０

閉
閉
閉
閉

○神戸三田キャンパス図書メディア館
１月２８日～１月３１日
８：５０～１８：００
８：５０～１８：００

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１８：００

閉
９：３０～１６：５０
９：３０～１２：２０

閉

１月６～２６日
８：５０～２２：００
８：５０～１９：００
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１９：００
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１２：２０

閉
１２：３０～１６：５０

閉
閉

１月６～１月２６日
８：５０～２２：００
８：５０～１９：００
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１９：００
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉

１２月２６、２７、１月５日
１０：００～１８：００
１０：００～１８：００

１０：００～１８：００
１０：００～１８：００

閉
閉

閉
閉

閉
閉

１２月２６、２７日、１月５日
１０：００～１８：００
１０：００～１８：００

１０：００～１８：００
１０：００～１８：００

閉
閉

１２月１～２２日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１２：２０

閉
１２：３０～１６：５０

閉
閉

１２月１日～１２月２２日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉

平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜

平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜

開館時間

貸出・返却
カウンター
【図書】

レファレンス
カウンター

貸出・返却
カウンター

【図書・視聴覚資料】

レファレンス
カウンター

開館時間

貸出・返却
カウンター

レファレンス
カウンター

１階

２階

クク
リリ
スス
ママ
スス
行行
事事

今今
年年
もも
多多
彩彩
にに

関
学
女
子
学
生
が
転
倒
し
た
女
性
救
助

会
っ
て「
ぜ
ひ
お
礼
を
」

ツリー点灯で幻想的なムードに

学
生
が
長
田
の
Ｆ
Ｍ
番
組
を
放
送

１０
日
か
ら

６
日
間

企
画
・
制
作
・
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
ま
で

軟
式
野
球
部

春
秋
関
西
連
覇

ヨ
ッ
ト
４７０
級
で
学
生
日
本
一
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